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緊急特集！ 行財政の現状と課題

子
ど
も
た
ち
の

　
　
　

未
来
を
守
る
！

　
　
　
　
　

〜
誇
り
と
希
望
を
も
っ
て
〜

　

今
年
６
月
、
国
に
お
い
て
、
現
行
の
財
政
再
建
団
体
制
度
を
抜
本
的
に
改
正
し
、
自
治
体
財
政
の
健
全
度

を
示
す
新
た
な
指
標
の
公
表
制
度
の
導
入
な
ど
を
規
定
し
た
、「
地
方
財
政
健
全
化
法
」が
制
定
さ
れ
、
長
洲

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
、
極
め
て
厳
し
い
行
財
政
の
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
法
律
の
概
要
、
長
洲
町
の
財
政
状
況
、
今
後
ど
の
よ
う
に
町
を
運
営
し
て
い
く
か
等
に
つ

い
て
詳
し
く
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

制
定
！

地
方
財
政
健
全
化
法

法
の
概
要
は

　

今
回
制
定
さ
れ
た「
地
方
財
政

健
全
化
法
」は
、
自
治
体
の
財
政
悪

化
の
度
合
い
に
応
じ
、〈
１
〉
自
主

的
な
改
善
努
力
に
よ
る「
早
期
健
全

化
」、〈
２
〉
国
な
ど
の
関
与
に
よ
る

「
再
生
」、
の
２
段
階
に
分
け
て
再

建
を
図
る
も
の
で
、
財
政
の
健
全

度
を
測
る
指
標
が
そ
れ
ぞ
れ
の
段

階
の
基
準
に
達
し
た
場
合
、
自
治

体
に「
財
政
健
全
化
計
画
」又
は「
財

政
再
生
計
画
」の
策
定
を
義
務
づ
け

て
い
る
も
の
で
す
。

　

人
間
の
体
に
例
え
れ
ば
、
人
間

ド
ッ
ク
の
検
査
項
目
を
増
や
し
、

イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
と
レ
ッ
ド
カ
ー

ド
の
二
段
階
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

し
、
現
在
の「
財
政
再
建
団
体
制

度
」の
よ
う
に
い
き
な
り
レ
ッ
ド
カ

ー
ド
を
突
き
つ
け
る
の
で
は
な
く
、

新
た
な
指
標
で
住
民
や
議
会
が
監

視
し
や
す
い
よ
う
に
し
、
さ
ら
に

早
期
是
正
措
置
で
破
た
ん
を
予
防

す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
法
律

で
す
。

地
方
財
政
の
健
全
度

を
測
る
指
標

　

地
方
財
政
の
健
全
度
を
測
る
指

標
と
し
て
、
次
の
４
つ
が
導
入
さ

れ
ま
す
。

①
実
質
赤
字
比
率
・
・
一
般
会
計
に

お
け
る
実
質
的
な
赤
字
額
の
自

※

治
体
の
標
準
的
な
財
政
規
模
に

対
す
る
比
率

②
連
結
実
質
赤
字
比
率
・
・
一
般
会

計
と
そ
の
他
特
別
・
公
営
事
業
会

計
等
を
合
わ
せ
た
全
会
計
に
お

け
る
赤
字
額
の
自

※

治
体
の
標
準

的
な
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率

③
実
質
公
債
費
比
率
・
・
借
入
金
等

に
対
し
、
毎
年
返
済
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
全
会
計
の
費
用（
公

債
費
）の
合
計
を
自

※

治
体
の
標
準

的
な
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率

④
将
来
負
担
比
率
・
・
公
営
企

業
、
一
部
事
務
組
合
、
公
社
、

第
三
セ
ク
タ
ー
等
を
含
め
た
実

質
的
な
負
債
の
自

※

治
体
の
標
準

的
な
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率

　

い
ず
れ
か
の
指
標
で
設
定
基
準

を
超
え
る
と
「
早
期
健
全
化
団
体
」、

④
将
来
負
担
比
率
を
除
く
指
標
の

い
ず
れ
か
が
設
定
基
準
を
超
え
る
と
、

「
財
政
再
生
団
体
」と
な
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

早
期
健
全
化
団
体
・
・
・
健
全
化

計
画
を
策
定
し
、
議
会
の
議
決
を

得
な
が
ら
財
政
再
建
に
取
り
組
む
。

　

財
政
再
生
団
体
・
・
・
国
の
監
督

下
に
置
か
れ
、
自
治
体
の
自
由
裁

量
は
事
実
上
な
く
な
る
。

　

今
後
、
各
指
標
の
基
準
が
、
今

年
12
月
頃
発
表
さ
れ
、
平
成
20
年

度
決
算
を
対
象
年
度
と
し
、
平
成

21
年
７
月
頃
に
指
標
を
審
査
し
、

基
準
以
上
で
あ
れ
ば
、
平
成
22
年

度
予
算
か
ら
健
全
化
計
画
や
再
生

計
画
の
作
成
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
標
準
的
な
行
政
活
動
を
行
う
た

め
に
必
要
な
経
常
的
一
般
財
源

の
総
額
を
い
い
ま
す
。
長
洲
町

で
は
、約
40
億
円
ぐ
ら
い
で
す
。

　長洲町は、他の自治体に比べ基金（貯金）
の残高は少なく、下水道会計において多額の
赤字を残している非常に厳しい財政状況で
す。また、地方交付税についても、国の三位
一体の改革により減少傾向にあります。

収　　入
支　　出

給料 
185万円  3

7％

町税（町民税
・固定資産税

等）

パート収入 
 36万円   

7％

施設の使用料
や手数料・財

産収入等

親からの仕送
り 245万円 

 49％

国・県からの
地方交付税や

補助金等

貯金の取り崩
し   3万円 

  1％

基金からの繰
り入れ

前年からの繰
越   5万円 

  1％

前年度繰越金

借金 
 26万円   

5％

借金借入

　合　計 
500万円 10

0％

食費 
117万円  2

4％

職員等の給料
、手当て等人

件費

家族の医療費
  42万円   

8％

医療助成費等
の扶助費

家の光熱費等の雑
費  68万円 

 14％

消耗品や光熱
費等

消防・ごみ処理
代  41万円 

  8％

有明広域への
負担金

冠婚葬祭・お見舞
い費  21万円 

  4％

各種団体等の
補助金

子どもへの仕送
り 125万円 

 25％

国民健康保険・下
水道・介護保険会

計への繰出し

ローンの返済
 66万円  13％

公債費

家の修理 
4万円   1％

維持補修

家の増改築 
16万円   3％

道路・港湾等
の公共事業費

　合　計 
500万円 10

0％

一般会計

長洲町の財政状況を
　皆さんの家計に例えると！
　　　（平成18年度決算見込み）

家計簿上の収支はあっているけど、
親からの仕送り（国・県からの地
方交付税や補助金）が多く、子ど
もへの仕送り（他会計への繰出金）
もかなり高額になっているんだね！

収　　入 支　　出
給料 185万円  37％
町税（町民税・固定資産税等）

パート収入  36万円   7％
施設の使用料や手数料・財産収入等

親からの仕送り 245万円  49％
国・県からの地方交付税や補助金等

貯金の取り崩し   3万円   1％
基金からの繰り入れ

前年からの繰越   5万円   1％
前年度繰越金

借金  26万円   5％
借金借入

　合　計 500万円 100％

食費 117万円  24％
職員等の給料、手当て等人件費

家族の医療費  42万円   8％
医療助成費等の扶助費

家の光熱費等の雑費  68万円  14％
消耗品や光熱費等

消防・ごみ処理代  41万円   8％
有明広域への負担金

冠婚葬祭・お見舞い費  21万円   4％
各種団体等の補助金

子どもへの仕送り 125万円  25％
国民健康保険・下水道・介護保険会計への繰出し

ローンの返済 66万円  13％
公債費

家の修理 4万円   1％
維持補修

家の増改築 16万円   3％
道路・港湾等の公共事業費

　合　計 500万円 100％

一般会計

収　　入 支　　出
給料 133万円  27％
分担金・使用料

祖父からの仕送り   6万円   1％
国の補助金等

親からの仕送り 291万円  58％
一般会計からの繰入金

借金 70万円  14％
町債
　合　計 500万円 100％

生活費  90万円  7％
施設維持管理・建設費等

ローンの返済 479万円 95％
公債費

合　計 569万円
 （69万円の赤字）
＊平成18年度において、69万円分支払いができなかった。

下水道会計

収　　入

支　　出

給料 
133万円 

 27％

分担金・使
用料

祖父からの仕
送り   6万円 

  1％

国の補助金
等

親からの仕
送り 291万

円  58％

一般会計か
らの繰入金

借金 
70万円 

 14％

町債
　合　計 

500万円 
100％

生活費 
 90万円 

 7％

施設維持管
理・建設費

等

ローンの返
済 479万円 

95％

公債費

合　計 
569万円

　　　　（
69万円の赤

字）

＊平成18年
度において

、69万

　円分支払
いができな

かった。

下水道会計

　家庭の家計と町の財政では、お金の使い道も規模も
違うので、単純に比べられないところもありますが、長
洲町の財政状況を平成18年度決算見込みの、予算規模

約50億円を、年間500万円の家計に例
えてみました。

生活に必要なお金は
414万円。
旅行や家の改築など
贅沢な生活ができな
い状況だね！

家族で働いて得た収
入は221万円。
収入の半分以上は親
からの仕送りに頼っ
ているんだね！

※実際には、これまでの、下水道会計における赤字累積額
は20億１千３百万円（平成18年度決算見込み）となり、
次の年の予算から繰り入れて対応しています。

■町の貯金 ■地方交付税の推移

■下水道収支差引き額

※ 19年６月 16日朝日新聞
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連
結
実
質
赤
字
率
を

計
算
し
て
み
る
と
！

　

今
回
の
法
律
の
制
定
に
よ
り
、

長
洲
町
で
は
②
連
結
実
質
赤
字
比

率
が
、
下
水
道
会
計
に
お
け
る
赤

字
が
多
額
な
た
め
、
極
め
て
高
い

数
値
を
示
し
て
い
ま
す
。（
平
成
17

年
度
決
算
に
基
づ
く
）

日経新聞試算による
《下水道赤字額：1,838百万円－（全会計における黒字額：162百万円＋水
道会計の資産375百万円）》÷標準財政規模：3,969百万円＝32.8％

朝日新聞試算による
《下水道赤字額：1,838百万円－（全会計における黒字額：162百万
円》÷標準財政規模：3,969百万円＝42.2％

　

以
上
の
よ
う
に
、
新
聞
報
道
に

よ
る
と
、
全
国
で
も
高
い
数
値
を

示
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
、
平
成
17

年
度
決
算
を
基
に
各
報
道
機
関
が

独
自
に
試
算
し
た
も
の
で
、
国
に

お
い
て
は
、
計
算
方
法
が
明
確
に

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
平
成
18
年

度
決
算
見
込
み
を
見
て
み
て
も
、

下
水
道
に
お
け
る
赤
字
額（
約
20
億

円
）は
増
加
し
て
お
り
、
現
在
の
長

洲
町
の
財
政
状
況
を
考
慮
す
る
と
、

厳
し
い
状
況
に
は
変
わ
り
あ
り
ま

せ
ん
。

なぜ、こんなことに！ 崖っぷちの行財政

財
政
悪
化
の
要
因
は

　

長
洲
町
の
財
政
悪
化
の
要
因
と

し
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

＊
短
期
間
に
お
け
る
公
共
施
設
建

設
•「
室
内
温
水
プ
ー
ル
」（
平
成
５

年
）、「
腹
赤
保
育
所
」（
平
成
５

年
）、「
金
魚
と
鯉
の
郷
広
場
」（
平

成
６
年
）、「
地
域
福
祉
セ
ン
タ

ー
」（
平
成
６
年
）、「
な
が
す
未

来
館
」（
平
成
９
年
）、「
長
洲
中

体
育
館
」（
平
成
９
年
）、「
長
洲

小
学
校
校
舎
」（
平
成
16
年
）
等

の
大
型
施
設
の
建
設
が
短
期
間

に
集
中
し
、
基
金
の
取
り
崩
し

等
に
よ
り
、
一
般
会
計
か
ら
充

分
下
水
道
会
計
へ
の
繰
り
出
し

が
で
き
な
か
っ
た
た
め
。

＊
下
水
道
事
業
に
お
け
る
過
大
投

資
に
よ
る
借
金
（
公
債
費
）
の

増
加

•
下
水
道
事
業
に
お
い
て
、
昭
和

51
年
度
の
事
業
開
始
以
来
、
処

理
人
口
を
４
９
、０
０
０
人（
長

洲
町
分
３
２
、８
０
０
人
、
旧
岱

明
町
分
１
４
、７
０
０
人
）
に
設

定
し
て
い
た
た
め
、
施
設
規
模

は
過
大
と
な
り
、
多
額
の
投
資

を
行
っ
て
き
た
た
め
。

•
国
の
下
水
道
整
備
五
ヶ
年
計
画

に
呼
応
す
る
形
で
、
下
水
道
管

の
整
備
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
き
た
結
果
、
短
期
間
で
、
下

水
道
普
及
率
は
94
％
に
達
し
、

全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
な

っ
た
反
面
、
借
金（
公
債
費
）
が

急
激
に
増
加
し
た
め
。

＊
三
位
一
体
改
革
の
影
響

　
　

国
の
財
政
状
況
が
厳
し
い

中
、
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
地

方
交
付
税
や
国
庫
支
出
金
の
削

減
、
経
済
・
社
会
情
勢
に
よ
り
税

収
が
伸
び
悩
み
、
町
の
収
入
が

減
収
し
た

た
め
。（
交

付
税
の
推

移
参
照
）

これまでの取り組みは！

項　　目 内　　　容 平成18年度
効果額

平成19年度
効果額

歳 入 関 係

•し尿汲取り料、保育料、各施設の使用料の見直しによる、
　歳入の増加
•町有地の売却
•自動販売機設置料や広告料収入

30,384 27,700

人 件 費 等

•町議会議員の定数見直し及び報酬の削減
•特別職の報酬見直し
•職員の給与の見直し及び人員削減
•駐在員・非常勤職員等の見直し
•費用弁償の見直し

75,961 95,677

各種補助金 •各種団体への補助金の見直し 8,394 8,400

施 設 管 理 •ながす未来館、温水プール、社会福祉施設等の施設運営に
　関する見直し 6,168 13,261

事 務 事 業 •前納報奨金制度、各種委託業務などの様々な事務事業の見
　直し 7,088 20,839

合　　　　　計 127,995 165,877

約3億円

２年間で約３億円！長洲町行財政改革に関するこれまでの財政効果額
（単位：千円）（平成 17年度予算ベース）

迫
る
！
再
生
団
体

　

再
生
団
体
の
基
準
は
明
確
に
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、「
地
方
財
政
健

全
化
法
」の
制
定
に
よ
り
、
長
洲
町

は
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
が
高
い

数
値
を
示
し
て
お
り
、
再
生
団
体

に
な
る
可
能
性
が
出
て
き
ま
し
た
。

　

再
生
団
体
は
、
現
在
の
再
建（
赤

字
）団
体
に
あ
た
り
、
北
海
道
の
夕

張
市
と
同
じ
と
な
り
ま
す
。
自
治

体
は
、
事
務
事
業
の
削
減
に
よ
る
、

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
等
に
よ
り
歳
出

削
減
を
迫
ら
れ
、
歳
入
面
に
お
い

て
も
増
税
や
国
基
準
に
よ
る
歳
入

増
加
を
柱
と
す
る
再
生
計
画
を
作

成
し
、
赤
字
の
早
期
解
消
を
迫
ら

れ
ま
す
。
再
生
期
間
中
の
予
算
編

成
や
事
業
の
執
行
な
ど
は
、
国
や

県
の
監
督
下
に
置
か
れ
、
自
治
体

の
自
由
裁
量
は
事
実
上
な
く
な
り

ま
す
。

再生団体にならないために！赤字20億の解消めざして！

テーマ　子どもたちの未来を守る～誇りと希望をもって～

　

長
洲
町
は
、
非
常
に
厳
し
い
状

況
に
追
い
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
が

未
来
を
背
負
う
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
も
、
こ
の
財
政
状
況
を
何
と

か
打
破
し
、
こ
の
長
洲
町
に
住
む

住
民
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
を
守
っ

て
い
く
住
民
と
し
て
、
誇
り
と
希

望
を
も
ち
、
こ
の
難
局
を
乗
り
切

る
た
め
に
、「
緊
急
行
財
政
行
動
計

画
」を
策
定
し
、
再
生
団
体
の
回
避

を
目
指
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
こ
れ
ま
で
の
行

財
政
改
革
の
取
り
組
み
に
加
え
、

さ
ら
な
る
財
政
効
果
額
を
生
み
出

す
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
全
職
員
に
よ
り
、
行
政

の
ム
リ
・
ム
ダ
・
ム
ラ
を
徹
底
的
に

見
直
す
作
業
を
行
い
、
計
画
の
素

案
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
議
会
・
住
民
の
皆
さ
ん
に

計
画
の
素
案
を
示
し
、
今
年
の
11

月
頃
ま
で
に
は
計
画
を
策
定
し
、

平
成
20
年
度
予
算
に
反
映
さ
せ
る

予
定
で
す
。

　

 

身
の
丈
に
あ
っ
た

　
　

 

行
政
サ
ー
ビ
ス

策定方針
　

本
当
に
町
が
や
る
べ
き
行
政
サ

ー
ビ
ス
は
何
か
、
現
在
の
長
洲
町

の
状
況
に
応
じ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス

は
何
か
を
基
本
に
、
身
の
丈
に
あ

っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
見
直
し

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
に
つ

い
て「
あ
れ
も
こ
れ
も
」か
ら「
あ
れ

か
こ
れ
か
」の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
選

択
を
行
い
、
効
率
的
な
事
業
の
実

施
を
行
い
ま
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　

協
働
と
は
、
自
治
体
の
構
成
員

で
あ
る
住
民
と
行
政
が
、
役
割
と

責
任
を
担
い
合
い
、
お
互
い
の
能

力
を
発
揮
し
な
が
ら
、
公
共
の
課

題
の
効
果
的
な
解
決
に
向
け
、
連

携
・
協
力
す
る
こ
と
で
す
。

　

長
洲
町
に
お
い
て
も
、「
住
民
参

加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」の
推
進
に

取
り
組
み
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
に
取
り
組
ん
で
き
て
お
り
、

こ
の
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
現
在
、

住
民
・
行
政
が
担
う
役
割
を
明
確
に

し
、
お
互
い
が
助
け
合
い
な
が
ら
、

こ
の
難
局
を
乗
り
切
っ
て
い
き
ま

す
。

今こそ踏ん張るとき！

　先般、国において、「地方財
政健全化法」が制定され、新
たな指標により、地方自治体
の財政の健全化度を評価する
制度が導入されることになり
ました。長洲町においては、
下水道会計において、約 20
億円の赤字を抱えており、連
結実質赤字比率が、高い数値
を示すことになりました。こ
のことにより、再生団体にな
る可能性が出てきまして、住
民・議会の皆様に、大変心配
をお掛けしているところであ
ります。
　私は、町の財政運営の責任
者として、町が再生団体に陥
ることのないよう、住民・議
会の皆様のご意見を頂きなが
ら、財政健全化に向け、確固
たる信念に基づいて取り組み
ます。その際、住民の皆様にも、
痛みを負わせる事になりかね
ませんが、将来の長洲町を考
えた時、今を我慢して、未来
ある子どもたちのためにも、
何とかしてこの状況を打破し
なければと考える次第です。
　財政健全化が実現したとき
には、新たなまちづくりへの
挑戦が始まるものと信じてお
ります。
　今後の財政健全化の推進に
つきまして、住民の皆様の一
層のご理解とご協力を切にお
願いいたします。

長洲町長

　橋　本　孝　明

今を頑張り
　 明日の
長洲町を創る！
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長
洲
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
が

優
良
民
生
員
児
童
委
員
協
議
会
と
し
て
表
彰

　

〜
地
域
で
の
福
祉
活
動
に
尽
力
〜

▲長洲町民生委員児童委員協議会の皆さん　

　

７
月
５
日
、
東
京
都
で

行
わ
れ
た
全
国
民
生
委

員
児
童
委
員
大
会
に
お
い

て
、
長
洲
町
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会（
塚
野
光

代
会
長
）
が
全
国
民
生
委

員
児
童
委
員
連
合
会
の
会

長
よ
り
、
平
成
19
年
度
優

良
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
担
当
区
を
中

心
と
し
た
地
域
に
お
い
て

の
福
祉
活
動
の
功
績
が
認

め
ら
れ
、
受
賞
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

36
人
の
民
生
委
員
を
代

表
し
て
塚
野
会
長
は
、「
た

く
さ
ん
の
方
の
協
力
を
得

て
、受
賞
が
で
き
ま
し
た
。

こ
ん
な
に
光
栄
な
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
機

に
、
今
後
も
社
会
福
祉

の
た
め
に
ま
た
一
層
み
な

さ
ん
と
協
力
し
て
い
き
た

い
。」と
喜
び
を
語
ら
れ
ま

し
た
。

10
年
後
の
未
来
の
自
分
へ

　

〜
腹
赤
小
学
校
で
「
２
分
の
１
成
人
式
」
〜

　

６
月
17
日
、
腹
赤
小
学
校
4
年
生
児
童
約

40
人
と
保
護
者
ら
が
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
の

中
で「
２
分
の
１
成
人
式
」を
行
い
ま
し
た
。

　
「
２
分
の
１
成
人
式
」
と
は
、
20
歳
の
半
分

で
あ
る
10
歳
を
祝
う
も
の
で
、４
年
生
児
童
が
、

今
年
度
10
歳
を
迎
え
る
こ
と
を
記
念
し
て
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
浦
邊

▲浦邊会長とタイムカプセルに
しっかりと蓋をしました

組
脇
勝
利
さ
ん
、
長
瀬
護
雄
さ
ん
、
吉
田
正
さ
ん
が
交
通
安
全
功
労
者
と
し
て
表
彰

　

〜
地
域
社
会
に
お
け
る
交
通
安
全
の
普
及
と
確
保
に
貢
献
〜

　

６
月
６
日
、
熊
本
市
で
行
わ
れ
た
平
成
19

年
度
熊
本
県
交
通
安
全
功
労
者
表
彰
式
に
お

い
て
、
組
脇
勝
利
さ
ん（
西
荒
神
区
）、
長
瀬

護
雄
さ
ん（
向
野
区
）、
吉
田
正
さ
ん（
腹
赤
新

町
区
）が
交
通
安
全
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
永
年
、
通
学
路
や
行
事
開
催
時

に
お
け
る
街
頭
で
の
交
通
指
導
を
始
め
、
道

路
環
境
美
化
作
業
の
実
施
、
交
通
安
全
施
設

の
整
備
な
ど
、
町
に
お
け
る
交
通
事
故
防
止

や
交
通
安
全
の
普
及
啓
発
活
動
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢

献
さ
れ
た
た
め
受
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

代
表
し
て
、
組
脇
さ
ん
は「
皆
さ
ん
の
お
か

げ
で
今
ま
で
活
動
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
後
も
、
少
し
で
も
交
通
事
故
が
減

る
よ
う
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
。」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

木
原
精
一
さ
ん
へ
法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
の
贈
呈

　

〜
永
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
尽
力
〜

　

７
月
11
日
、
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
永
年

尽
力
さ
れ
た
木
原
精
一
さ
ん（
永
方
区
）
に
対

し
、
橋
本
町
長
立
会
い
の
も
と
、
熊
本
地
方

法
務
局
玉
名
支
局
の
白
川
支
局
長
よ
り
法
務

大
臣
か
ら
の
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

組脇　勝利さん
（西荒神区）

吉田　　正さん
（腹赤新町区）

長瀬　護雄さん
（向野区）

　

木
原
さ
ん
は
、
平
成
10
年
か
ら
３
期
に
わ

た
り
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
活
動
さ
れ
、
平

成
16
年
か
ら
は
玉
名
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

の
会
長
も
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
永
年
、
様
々

な
相
談
を
受
け
た
り
、
住
民
の
人
権
を
守
る

た
め
に
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
で
も
、
小
学
生
と
行
っ

た「
人
権
の
花
運
動
」で
の
風
船
と
ば

し
は
と
て
も
心
に
残
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

木
原
さ
ん
は
、「
今
後
は
人
権
擁

護
委
員
の
経
験
を
活
か
し
て
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
ち
た
い
。」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

朝
章
会
長
よ
り「
10
年
後
の
自
分
に
希
望
を
持

っ
て
、
今
か
ら
の
10
年
ま
す
ま
す
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。」
と
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
が
寄
贈
さ

れ
、
10
年
後
の
自
分
に
あ
て
た
手
紙
と
保
護

者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
入
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は「
今
、
頑
張
っ
て
い
る
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
の
こ
と
に
つ
い
て
書
き
ま
し
た
。」

「
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
っ
て
い
る
か
手
紙
の
中

で
聞
い
て
み
ま
し
た
。」
と
10
年
後
、
20
歳
に

な
っ
た
未
来
の
自
分
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

よ
う
で
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
り
た
い

　

〜
長
洲
小
学
校
で
救
急
救
命
法
講
習
会
開
催
〜

　

６
月
24
日
、
長
洲
小
学
校
は
保
護
者
に
向

け
た
救
急
救
命
法
の
講
習
会
を
授
業
参
観
に

あ
わ
せ
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
夏
休
み
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
と
し
て

行
わ
れ
る
プ
ー
ル
開
放
時
の
監
視
の
際
、
適

切
な
救
急
救
命
法
が
実
践
で
き
る
よ
う
技
術

の
習
得
な
ど
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。

　

こ
の
日
は
保
護
者
ら
約
１
２
０
人
が
参
加

し
、
財
団
法
人
熊
本
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業

団
と
長
洲
町
女
性
消
防
隊
の
協
力
を
得
て
、

心
肺
蘇
生
法
な
ど
の
指
導
や
監
視
の
際
に
気

を
つ
け
る
点
な
ど
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
保
護
者
ら
は
、「
丁
寧
な
説
明
で

と
て
も
わ
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。
今
日
教

え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
活
か
し
て
、
子
ど

も
た
ち
の
命
を
守
り
た
い
。」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

▲真剣な表情で取り組む保護者ら
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一
区
一
創
運
動
活
動
リ
ポ
ー
ト

平
原
区　

花
苗
の
植
え
付
け
作
業

　

平
原
区
で
は
、
６
月
９
日
、
24
日
の
２

回
に
わ
た
り
両
日
共
70
人
余
り
の
区
民
が

参
加
し
て
花
苗
の
植
え
付
け
作
業
を
行
い
、

汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

９
日
に
は
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
及
び
信
号

機
付
近
に
約
３
、０
０
０
本
の
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
と
日
々
草
の
花
苗
を
植
え
付
け
、
24

日
に
は
時
折
激
し
く
降
る
雨
の
中
、
厳
島

神
社
と
学
習
セ
ン
タ
ー
前
な
ど
７
ヶ
所
に

ポ
ー
チ
ュ
ラ
カ
の
苗
約
６
０
０
本
を
植
え

付
け
ま
し
た
。
苗
は
す
べ
て
種
子
か
ら
育

て
た
も
の
で
、
今
後
は
区
民
全
員
交
替
で

の
水
散
布
が
10
月
末
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
「
一
区
一
創
運
動
に
取
り
組
ん
で
８
年
、

今
や
平
原
区
の
名
物
に
な
り
皆
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
と
環

▲フラワーロードに花苗を植えるようす
▲丁寧に苗を植える子どもたち

子
ど
も
た
ち
に
食
の
大
切
さ
を
学
ん
で
ほ
し
い

　

〜
母
子
保
健
推
進
員
活
動
の
紹
介
〜

　

７
月
３
日
、
長
洲
幼
稚
園
で
母
子
保
健
推

進
員
に
よ
る
食
に
関
す
る
活
動
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
食
の
大
切
さ
を
子
ど
も
た
ち
に

学
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
保
護

者
参
観
の
親
子
栄
養
教
室
の
中
で
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

　

母
子
保
健
推
進
員
が
体
の
中
が
わ
か
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
手
作
り
の
人
形
を
使
っ
て
、

馴
染
み
の
あ
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
替
え
歌
で
食

べ
物
が
体
に
入
っ
て
い
く
様
子
を
歌
う
と
、

子
ど
も
た
ち
は
真
剣
な
表
情
で
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　
「
小
腸
と
大
腸
は
合
わ
せ
て
10
メ
ー
ト
ル
く

ら
い
あ
り
ま
す
。」
と
説
明
が
あ
る
と
、
腸
の

部
分
を「
な
が
ー
い
」
と
驚
い
た
様
子
で
手
を

境
美
化
の
趣
旨
に
そ
っ
て
年
々
活
発
に
進

ん
で
い
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
と
区
民
総
力
の

賜
物
で
す
。
今
後
の
継
続
を
祈
っ
て
い
ま

す
。」と
上
野
区
長
。

上
町
区　

環
境
美
化
運
動
と
花
い
っ
ぱ
い
運
動

　

上
町
区
で
は
、
６
月
24
日
、
環
境
美

化
運
動
と
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
行
い
ま
し

た
。
作
業
は
、
35
人
の
方
が
参
加
し
、
二

つ
の
班
に
分
か
れ
て
浦
川
河
川
敷
の
草
刈

り
と
研
修
セ
ン
タ
ー
に
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

や
日
々
草
な
ど
の
花
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

「
雨
の
中
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
、
浦
川
の
川
べ
り
が
き
れ
い
に
な
り
、

ま
た
、
研
修
セ
ン
タ
ー
に
は
花
の
苗
を
い

っ
ぱ
い
植
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

後
も
活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。」
と
玉

ノ
木
区
長
。

▲雨の中行われた　　　　
　河川敷の草刈りのようす

お
米
を
自
分
た
ち
の
手
で

　

〜
清
里
小
学
校
児
童
が
田
植
え
を
体
験
〜

　

６
月
25
日
、
清
里
小
学
校
で
は
毎
年
恒
例

と
な
っ
て
い
る
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
主
食
と
し
て
い
る
米
を
栽
培
す
る

こ
と
で
興
味
や
関
心
を
持
つ
こ
と
、
ま
た
そ

れ
を
作
る
人
た
ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
勤

労
の
尊
さ
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
３
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
児

童
約
60
人
が
参
加
し
、
保
護
者
や
地
域
の
方

た
ち
の
協
力
を
得
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
田
ん
ぼ
の
中
に
入
る
と
一
列
に
並

ん
で
、
苗
を
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
自
分
た
ち

の
手
で
植
え
て
い
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は「
大
変
だ
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
で
す
。」と

自
然
の
中
で
の
田
植
え
の
体
験
を
満
喫
し
た

よ
う
で
し
た
。

伸
ば
し
て
触
っ
て
み
た
り
し
て
い
ま

し
た
。

　

最
後
に「
お
も
し
ろ
か
っ
た
ひ
と

ー
？
」
と
尋
ね
る
と
、
子
ど
も
た
ち

は
一
斉
に「
は
ー
い
」
と
大
き
な
声
で

返
事
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
町
栄
養
士
よ
り
保
護
者

に
向
け
て
、
食
事
を
規
則
正
し
く
食

べ
る
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
説
明
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
で
過
ご
す
楽
し
い
ひ
と
と
き

　

〜
六
栄
保
育
所
園
児
と
高
齢
者
の
方
が
交
流
〜

　

７
月
５
日
、
六
栄
保
育
所
で
は
七
夕
集
会

が
行
わ
れ
、
園
児
と
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

通
わ
れ
て
い
る
高
齢
者
の
方
と
の
交
流
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
園
児
と
高
齢
者
の
方
と
の
ふ
れ

あ
い
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
高
齢
者
の
方
や
園
児
な
ど
約

１
０
０
人
が
参
加
し
、
一
緒
に「
浦
島
太
郎
」

や「
一
寸
法
師
」
な
ど
を
歌
っ
た
り
、
歌
に
あ

わ
せ
た
手
遊
び
や
肩
た
た
き
な
ど
を
し
て
七

夕
集
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
子
ど
も
た
ち
が「
ま
た
遊
ん
で
く

だ
さ
い
。」
と
高
齢
者
の
方
に
手
作
り
の
折
り

紙
の
敷
物
と
牛
乳
パ
ッ
ク
で
作
っ
た
熊
本
城

の
パ
ズ
ル
を
手
渡
す
と
涙
を
流
し
て
喜
ば
れ

ま
し
た
。

▲歌にあわせて肩たたきをしているようす

七
夕
を
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
あ
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に

　

〜
腹
赤
保
育
所
で
七
夕
集
会
〜

　

７
月
６
日
、
腹
赤
保
育
所
は
同
保
育
所
で

七
夕
集
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
園
児
を
送
迎
し
て
い
る
お
じ
い

ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
招
待
し
て
集
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
練
習
し
た
歌
や
お
遊
戯

を
発
表
し
た
り
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
手
あ
そ
び
や
リ
ズ
ム
あ
そ

び
を
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。
大
き
な
笹
に

は
、
一
緒
に
願
い
事
を
書
い
た
短
冊
を
飾
り

付
け
、
嬉
し
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
か
ら
は「
来
年
も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
。」と
の

声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

▲一緒にリズムあそびをして楽しみました

▲手作りの人形を使って子どもたちに
　説明をするようす　　　　　　　　

　



1011

■役場  78－3111
■ふれあいセンター  78－4100
　（中央児童館・子育て支援センター）
■中央公民館（生涯学習課）  78－0053
■水道課（浄化センター）  78－0126
■下水道課（浄化センター）  78－3515
■すこやか館（保健センター）  65－7515
■総合スポーツセンター  78－4777
■室内温水プール  78－6446
■健康福祉センター  78－1037
■社会福祉協議会  78－1440
■シルバー人材センター  78－4642

■町民研修センター  78－5226
■地域福祉センター  78－2377
■地域包括支援センター  78－3114
■クリーンパークファイブ（清掃施設）  78－4433
　（有明広域行政事務組合）
■金魚と鯉の郷広場
　　金魚の館  78－3866
　　長洲きんぎょ村  78－3595
■ながす未来館  69－2005
■長洲町図書館  69－2060
■地域情報センター  69－2061
■給食センター  78－0838

公共施設電話番号

休日在宅医
月　日 在　宅　医

８月５日㈰ 淡河・黒田医院（駅　通） 78-6517

８月12日㈰ 西岡外科医院（清源寺） 78-2200

人のうごき
平成 19年６月末日現在

　　 人　口　17,472人　（　   17）
　　 　　男　  8,410人　（　   24）
　　 　　女　  9,062人　（△     7）
　　 世帯数　  6,422世帯（　   13）

※（　）内は前月比

ひまわりの里　夏の夕べ
　毎年恒例の夏祭りを次のとおり開催し
ます。施設の紹介を始めとして、焼きそば・
フライドポテト・焼き鳥・かき氷などを出
店し、誰でも参加
できる楽しいゲー
ムがあります。多
くの方のご来場を
お待ちしています。
■と　き　８月 11日㈯　午後６時～
■ところ　腹赤小学校グラウンド
■後　援　長洲町
■問い合せ　ひまわりの里（  78 0589）

〜
災
害
に
あ
っ
た
と
き
の
税
〜

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

心
配
ご
と
相
談
開
催

　

日
常
生
活
の
中
で
、
心
配
ご
と
・

悩
み
ご
と
な
ど
あ
る
方
は
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
と　

き　

９
月
４
日
㈫　

午
前

10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
内　

相
談
室

■
担
当
弁
護
士

　

長
谷
山
尚
城

■
定　

員　

４
人

■
相
談
時
間　

　

１
人
30
分

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

町
社

会
福
祉
協
議
会（
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１
４
４

　

０
）

土
砂
災
害
か
ら
生
命
を

守
る
た
め
に
！

〜
「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」が
始
ま

り
ま
す
〜

　

８
月
31
日
よ
り
、
大
雨
警
報
発

表
中
、
さ
ら
に
土
砂
災
害
の
危
険

度
が
高
ま
っ
た
時
、
熊
本
県
と
熊

本
地
方
気
象
台
が
共
同
し
て
土
砂

災
害
警
戒
情
報
を
市
町
村
単
位
で

発
表
し
ま
す
。

　

土
砂
災
害
警
戒
情
報
は
、
防
災

無
線
や
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
入
手
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
各
種
防
災
情

報
と
合
わ
せ
て
、
自
主
避
難
の
判

断
材
料
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
せ　

熊
本
県
土
木
部
砂

防
課（

０
９
６
・
３
３
３
・
２
５

　

５
３
）、
熊
本
地
方
気
象
台
技
術

課（

０
９
６
・
３
５
２
・
０
３
４

　

５
）

「
食
育
推
進
く
ま
も
と
県

民
大
会
」
開
催

　

熊
本
県
で
は
、
食
の
大
切
さ
を
実

感
し
、
適
切
な
食
生
活
を
実
践
で
き

る
こ
と
を
目
的
に「
食
育
推
進
く
ま

も
と
県
民
大
会
」を
開
催
し
ま
す
。

■
と　

き　

８
月
22
日
㈬　

午
後

０
時
50
分
〜
４
時
20
分

■
と
こ
ろ　

火
の
君
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
（
下
益
城
郡
城
南
町
）

■
入
場
料　

無
料

■
内　

容

○
食
育
体
験
教
室

○
基
調
講
演「
心
と
体
を
元
気
に
す

る
食
育
の
ス
ス
メ
」　

鈴
木
雅
子

氏（
医
学
博
士
、
福
山
平
成
大
学

客
員
教
授
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
本
食
育

協
会
理
事
）

○
食
育
活
動
事
例
紹
介

■
問
い
合
せ　

熊
本
県
庁
食
の
安

全
・
消
費
生
活
課（

０
９
６
・

　

３
３
３
・
２
２
８
９
）

「
く
ま
も
と
の
木
と
親
し

む
ウ
ィ
ー
ク
」
開
催

　

熊
本
県
で
は
、
８
月
22
日
か
ら
、

「
く
ま
も
と
の
木
に
親
し
む
ウ
ィ
ー

ク
」
と
し
て
、
く
ま
も
と
の
木
や
森

林
と
ふ
れ
あ
う
イ
ベ
ン
ト
を
行
い

ま
す
。
熊
本
市
こ
ど
も
文
化
会
館

で
は
、
た
く
さ
ん
の
木
製
遊
具
で

遊
ん
で
、
木
や
森
林
に
つ
い
て
知

る「
木
の
お
も
ち
ゃ
ラ
ン
ド
」「
プ
レ
・

木
の
お
も
ち
ゃ
ラ
ン
ド
」を
開
催
し

ま
す
。
ま
た
、
夏
休
み
の
自
由
研

究
に
ピ
ッ
タ
リ
の
勉
強
会
を
、
８

月
22
日
、
23
日
、
25
日
に
く
ま
も

と
工
芸
会
館
で
行
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
せ　

熊
本
県
庁
林
業
振

　

興
課（

０
９
６
・
３
３
３
・
２
４

　

４
８
）

　

地
震
、
火
災
、
風
水
害
な
ど
の

災
害
に
よ
り
住
宅
や
家
財
な
ど
に

損
害
を
受
け
た
方
に
は
、
次
の
と

お
り
、納
税
の
期
限
を
延
長
し
た
り
、

税
負
担
を
軽
減
す
る
方
法
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
の
復
旧
資
金
の
融

資
を
受
け
る
た
め
の
納
税
証
明
書

を
無
料
で
発
行
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
や
税

務
相
談
室
に
お
気
軽
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

○
申
告
な
ど
の
期
限
の
延
長

　

災
害
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
期

限
ま
で
に
申
告
や
納
付
が
で
き
な

い
と
き
は
、
税
務
署
長
に
期
限
の

延
長
を
申
請
し
、
承
認
を
受
け
る

こ
と
に
よ
り
、
そ
の
理
由
の
や
ん

だ
日
か
ら
２
ヵ
月
以
内
の
範
囲
で

期
限
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

○
納
税
の
猶
予

　

災
害
に
よ
り
損
害
を
受
け
た
た

め
税
金
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、
前
述
の

納
期
限
の
延
長
の
ほ
か
に
、
一
定

の
要
件
の
下
で
納
税
の
猶
予
を
受

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す（
災
害

の
や
ん
だ
日
か
ら
２
ヵ
月
以
内
に

申
請
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
）。

○
所
得
税
の
軽
減
・
免
除

　

災
害
に
よ
っ
て
、
住
宅
や
家

財
な
ど
に
損
害
を
受
け
た
と
き

は
、
一
定
要
件
の
下
、
確
定
申
告

で
①「
所
得
税
法
」
に
定
め
る
雑
損

控
除
に
よ
る
方
法
、
②「
災
害
減
免

法
」に
定
め
る
税
金
の
軽
減
免
除
に

よ
る
方
法
、
の
い
ず
れ
か
有
利
な

方
法
を
選
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
所

得
税
の
全
部
又
は
一
部
を
軽
減
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
せ　

玉
名
税
務
署（
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２
１
２
５
）

～入札結果の公表～
　長洲町が、７月２日に行った条件付一般
競争入札の結果についてお知らせします。

■問い合せ　財政課（内線 221・222）

工事（委託事業）名 腹栄中学校体育館改築工
事

落 札 業 者 名 日動・山本特定建設工事
共同企業体

予 定 価 格 383,997,000円

落 札 金 額 345,450,000円

落 札 率 89.96％

指 名 業 者 数 ７

｢ 長洲町・きれいな川と海づくりデー ｣

�
�
�
�

　長洲町のきれいな川と海を守り、次の世代に
伝えていくことを目指し、川や海への感謝の気
持ちを込めて、美化清掃活動を行います。
　今年も次のとおり実施しますので、多数の皆
さんのご参加をお待ちしています。
■と　き　８月 19日㈰　午前７時～９時
※雨天の場合は中止し ､ 小雨は決行します。
■ところ　長洲海岸
※当日、ごみ袋、軍手は会場
で配布します。ただし、タ
オルにつきましては支給し
ませんので各自でご用意く
ださい。
※熱中症防止のため、必ず帽
子の着用をお願いします。
■問い合せ　住民環境課（内線 132）
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集
団
健
康
診
査
及
び
結
核
検
診
を

実
施
し
ま
す

　

次
の
と
お
り
、
健
康
診
査
を
実

施
し
ま
す
。
勤
務
先
や
医
療
機
関

な
ど
で
健
診
を
受
け
る
予
定
の
な

い
方
は
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

だ
お
申
し
込
み
で
な
い
方
は
、
電

話
な
ど
で
お
早
め
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
既
に
お
申
し
込
み
の
方

に
は
、
８
月
中
旬
に
受
診
票
な
ど

を
発
送
し
ま
す
。
結
核
検
診
に
つ

い
て
は
、
対
象
者
に
受
診
票
を
送

付
し
ま
す
。

※
注
意
事
項

①
基
本
健
康
診
査
を
受
診
さ
れ
る

方
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
前
立

腺
が
ん
検
査(

概
ね
55
歳
以
上
男

性
‥
１
、６
０
０
円)

、
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
診（
40
〜
75
歳
で
未
受
診

の
方
‥
７
０
０
円
）を
受
診
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
い
ず
れ
も

血
液
検
査
で
す
。

②
基
本
健
診
、肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
、

骨
密
度
検
診
に
つ
い
て
は
70
歳

以
上
の
方
は
無
料
で
す
。

③
結
核
検
診
に
つ
い
て
は
、
ミ
ニ

ド
ッ
ク
や
肺
が
ん
検
診
を
受
診

さ
れ
て
い
な
い
65
歳
以
上
の
方

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
せ　

す
こ
や
か
館（
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７
５
１
５
）

■住民集団健康診査（ミニドック健診および各種がん検診等）
種別（料金） 内　　容 対 象 者 日　　時 会　　場

ミニドック
（4,000円）

基本健診・肺がん・
大腸がん・腹部超
音波検査のセット

30歳以上

８月 27日㈪

［受付時間］
 ７:30～８:30
 ８:30～９:30
 ９:30～ 10:00

※受付時間は申
　込状況により
　変更する場合
　があります。

すこやか館

基本健診
（2,100円）

身体計測、血液検査、
検尿、心電図、診察

40歳以上

肺がん検診
（400円）

胸部レントゲン（間接）
※結核読影を含む

喀痰検査
（700円） 蓄痰３日間

大腸がん検診
（500円） 便潜血２日法

胃がん検診
（1,500円） 胃部レントゲン

骨密度検診
（2,000円） 前腕骨レントゲン

40、45、50、
55、60、65、
70歳の女性

乳がん検診
（1,700円）

乳房レントゲン及び
乳房超音波

40歳以上女性
（２年に１度）

子宮がん検診
（1,100円） 子宮内診、細胞診 20歳以上女性

（２年に１度）

結核検診
（無料）

胸部レントゲン
（間接） 65歳以上

８月 20日～ 23日
（※詳細は下記をご
参照ください。）

町内公共機関

■結核検診日程
と　　　き ところ

８月 20日㈪
午前９時 30分～午前 11時 30分 上沖洲公民館
午後 1時 30分～午後 3時 30分 清源寺公民館

８月 21日㈫
午前９時 30分～正午 地域福祉センター
午後１時 30分～午後３時 ＪＡたまな長洲供給センター

８月 22日㈬
午前９時 30分～正午 梅田公民館
午後 1時 30分～午後３時 すこやか館

８月 23日㈭
午前９時 30分～午前 11時 30分

町民研修センター
午後１時 30分～午後３時

雇
用
保
険
法
が
一
部
変

わ
り
ま
す
！

〜
雇
用
保
険
被
保
険
者
の
み
な
さ

ん
へ
〜

○
雇
用
保
険
の
受
給
資
格
要
件
が

変
わ
り
ま
す
。

　
　

雇
用
保
険
の
基
本
手
当（
失
業

給
付
）を
受
給
す
る
た
め
に
は
週

所
定
労
働
時
間
の
長
短
に
か
か

わ
ら
ず
、
原
則
12
月（
各
月
11
日

以
上
）の
被
保
険
者
機
関
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

※
倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
り
離
職

さ
れ
た
方
は
６
月（
各
月
11
日
以

上
）が
必
要
で
す
。

※
平
成
19
年
10
月
１
日
以
降
に
離
職

さ
れ
た
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
育
児
休
業
給
付
の
給
付
率
が
50

％
に
上
が
り
ま
す
。

　
　

給
付
率
を
40
％
か
ら
50
％
に

引
き
上
げ
ま
す
。

※
平
成
19
年
４
月
１
日
以
降
に
職

場
復
帰
さ
れ
た
方
か
ら
平
成
22

年
３
月
31
日
ま
で
に
育
児
休
業

さ
れ
た
方
ま
で
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

○
教
育
訓
練
給
付
の
要
件
・
内
容

が
変
わ
り
ま
す
。

　
　

本
来
は「
３
年
以
上
」
の
被
保

険
者
期
間
が
必
要
で
あ
る
受
給

要
件
を
、
当
分
の
間
、
初
回
に
限

り「
１
年
以
上
」に
緩
和
し
ま
す
。

　
　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
被
保
険
者

期
間
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た

給
付
率
及
び
上
限
額（
10
万
円
）

を
一
本
化
し
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
、
平
成
19
年
10
月
１

日
以
降
に
指
定
講
座
の
受
講
を

開
始
さ
れ
た
方
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

■
問
い
合
せ　

熊
本
労
働
局
職
業

安
定
課（

０
９
６
・
２
１
１
・
１

　

７
０
３
）、
玉
名
公
共
職
業
安
定

所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
玉
名
）（
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８
６
０
９
）

８
月
は
「
就
職
の
機
会

均
等
確
保
の
た
め
の
適

正
採
用
選
考
啓
発
月
間
」

　

８
月
１
日
か
ら
１
ヵ
月
間
、
職

業
選
択
の
自
由
を
保
障
し
て
、
就

職
差
別
を
排
除
す
る
目
的
の
も
と

に「
適
正
採
用
選
考
啓
発
月
間
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
月
間
は
、
熊
本
県
並
び
に

県
内
の
各
商
工
団
体
、
教
育
関
係

機
関
な
ど
で
構
成
す
る「
適
正
な

採
用
選
考
推
進
協
議
会
」
が
主
唱

し
、
県
下
一
円
で
啓
発
運
動
を
進

め
る
も
の
で
す
。わ
が
国
の
憲
法
は
、

職
業
選
択
の
自
由
を
基
本
的
人
権

の
一
つ
と
し
て
、
す
べ
て
の
国
民

に
保
障
し
て
い
ま
す
。

○
従
業
員
の
採
用
に
当
た
っ
て
、

本
籍
、
出
身
地
、
家
族
の
職
業
、

資
産
、
思
想
・
信
条
な
ど
を
聞
い

た
り
、
書
か
せ
た
り
し
な
い
よ

う
に
し
、
応
募
者
の
適
正
と
能

力
に
基
づ
か
な
い
、
誤
っ
た
採

用
選
考
を
行
わ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

○
戸
籍
謄（
抄
）
本
の
提
出
お
よ
び

身
元
調
査
は
、
就
職
差
別
に
つ

な
が
り
ま
す
の
で
行
わ
な
い
よ

う
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
新
規
学
校
卒
業
者
の
採
用
に
当

た
っ
て
、
企
業
が
求
め
る
応
募

書
類
に
つ
い
て
は
、
中
学
卒
は

「
職
業
相
談
票（
乙
）」、
高
校
卒

は「
全
国
高
等
学
校
統
一
応
募
書

類
」
を
使
用
し
、
大
学
卒
等
に

は「
大
卒
用
応
募
社
用
紙
の
参

考
例
」（
具
体
的
に
は
県
下
公
共

職
業
安
定
所
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。）の
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
学
校
卒
業
者
以
外
の
採
用
選
考

に
お
い
て
は「
日
本
工
業
規
格

（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）「
履
歴
書
」
を
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　

適
正
・
公
平
な
採
用
選
考
を
実
施

し
、
就
職
差
別
を
解
消
し
て
い
く
こ

と
は
、
県
民
す
べ
て
の
課
題
で
す
。

各
機
関
、
団
体
、
企
業
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
適
正
な
採
用
選
考
の
実
施
に

つ
い
て
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
せ　

玉
名
公
共
職
業
安

定
所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
玉
名
）（
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８
６
０
９
）

子
育
て
支
援
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療

費
助
成
事
業
」
実
施

　

現
在
、
母
子
家
庭
の
母
子
や
父

母
が
い
な
い
児
童
に
対
し
て
、
医

療
費
で
か
か
っ
た
負
担
金
の
一
部

の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
対

象
世
帯
に
父
子
家
庭
も
加
え
て
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
に
伴
い
、
名
称
が「
母
子
家
庭
医

療
費
助
成
事
業
」
か
ら「
ひ
と
り
親

家
庭
等
医
療
費
助
成
事
業
」に
変
更

と
な
り
ま
す
。

　

該
当
さ
れ
る
世
帯
の
方
は
、
申

請
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
子
育

て
支
援
課
に
て
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

■
申
請
締
切　

10
月
31
日
㈬（
土
、

日
、
祝
日
を
除
く
）

※
改
正
に
伴
う
新
規
請
求
は
10
月

31
日
ま
で
に
受
け
付
け
た
も
の

に
限
り
、
特
例
的
に
４
月
１
日

（
支
給
要
件
に
該
当
し
た
日
）
に

遡
っ
て
助
成
さ
れ
ま
す
。

■
対
象
者

①
旧
母
子
医
療
助
成
制
度
対
象
者

（
特
に
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
ご
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

○
母
子
家
庭
の
母
…
配
偶
者
の
な

い
女
子
で
あ
っ
て
、
現
に
20
歳

未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る

人
。

○
児
童
…
母
子
家
庭
の
児
童
で
18

歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
人
。

○
父
母
の
な
い
児
童
…
父
母
と
死

別
し
た
児
童
及
び
こ
れ
に
準
ず

る
児
童
。

②
父
子
家
庭（
今
回
の
改
正
に
よ
り

手
続
き
が
必
要
で
す
。）

○
父
子
家
庭
の
父
…
配
偶
者
の
な

い
男
子
で
あ
っ
て
、
現
に
20
歳

未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る

人
。

○
児
童
…
父
子
家
庭
の
児
童
で
18

歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
人
。

※
所
得
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

受
給
対
象
外
と
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑（
シ

ャ
チ
ハ
タ
不
可
）、
保
護
者
と
子

供
の
健
康
保
険
証
、
保
護
者
名

義
の
預
金
通
帳（
郵
便
局
以
外
）

児
童
扶
養
手
当
を
ご
存

知
で
す
か
？

　

父
親
の
い
な
い
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
に
手
当
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

■
手
当
を
受
け
ら
れ
る
人

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
18

歳
に
達
す
る
日
以
後
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
又
は

20
歳
未
満
で
障
害
の
あ
る
児
童
を

養
育
し
て
い
る
母
親
・
養
育
者（
外

国
人
を
含
む
）

①
父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
と
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

②
父
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
が
法
に
定
め
ら
れ
た
程
度
に

障
害
が
あ
る
場
合

④
父
に
1
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い

る
児
童

⑤
そ
の
他
の
理
由
で
父
と
生
計
を

別
に
し
て
い
る
児
童

⑥
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎

し
た
児
童

※
た
だ
し
、
支
給
に
対
し
て
は
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

■
対
象
と
な
ら
な
い
場
合

①
受
給
資
格
者
が
遺
族
基
礎
年
金
、

遺
族
厚
生
年
金
な
ど
の
公
的
年

金（
老
齢
福
祉
年
金
は
除
く
）
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

②
児
童
福
祉
施
設（
母
子
寮
・
通
園

施
設
は
除
く
）に
児
童
が
入
所
し

て
い
る
場
合
な
ど

■
手
当
の
額

○
全
額
支
給　

月
額
４
１
、７
２
０

円
○
一
部
支
給　

所
得
に
応
じ
て
き

め
細
か
く
定
め
ら
れ
ま
す
。

※
所
得
の
範
囲
が
次
の
よ
う
に
変

わ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

＊
養
育
費
が
所
得
と
し
て
取
り
扱

わ
れ
ま
す
。

＊
寡
婦
控
除
、
寡
婦
特
別
加
算
は

控
除
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

戸
籍
謄
本
、
住
民
票（
世
帯
全
員

の
も
の
）、
健
康
保
険
証
、
年
金
加

入
者
は
そ
の
年
金
手
帳
、
所
得
証

明
書（
転
入
者
の
場
合
）、
印
鑑（
シ

ャ
チ
ハ
タ
不
可
）、
保
護
者
名
義
の

預
金
通
帳（
郵
便
局
以
外
）

■
問
い
合
せ　

子
育
て
支
援
課（
内

線
１
８
１
・
１
８
２
）



1415

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
フ
ァ
イ
ブ
か
ら
の
お
知
ら
せ

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
フ
ァ
イ
ブ
か
ら
の
お
知
ら
せ

〜
８
月
リ
サ
イ
ク
ル
体
験
受
講
者

募
集
〜

夏
休
み
子
ど
も
リ
サ
イ
ク
ル
体

験
講
座
〜
牛
乳
パ
ッ
ク
の
パ
ッ

ク
ン
人
形
〜

■
と　

き　

８
月
10
日
㈮　

午
後

１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

■
講　

師　

糸
永
千
代
美
氏

■
持
っ
て
く
る
も
の　

牛
乳
パ
ッ

ク（
１
つ
の
人
形
に
１
パ
ッ
ク
必

要
で
す
。
作
り
た
い
数
の
牛
乳

パ
ッ
ク
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。）、

は
さ
み
、
の
り

■
費　

用　

参
加
費
、
材
料
費
は

無
料

■
募
集
人
数　

16
人（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

■
申
込
締
切　

８
月
８
日
㈬

お
し
ゃ
れ
な
手
提
げ
バ
ッ
グ

■
と　

き　

８
月
22
日
㈬　

午
前

９
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
講　

師　

土
山
千
代
子
氏

■
持
っ
て
く
る
も
の　

無
地
の
布

（
30
㎝
×
30
㎝
）
１
枚
、
柄
物
の

布（
30
㎝
×
30
㎝
）
２
枚
、
裁
縫

道
具
、
昼
食

※
ミ
シ
ン
の
待
ち
時
間
短
縮
の
為
、

持
ち
運
び
可
能
な
ミ
シ
ン
を
お

持
ち
の
方
は
、
な
る
べ
く
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

■
費　

用　

材
料
費
１
、３
０
０
円

程
度（
留
め
具
・
木
製
持
ち
手
代
）

■
募
集
人
数　

10
人（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

■
申
込
締
切　

８
月
15
日
㈬

◎
リ
サ
イ
ク
ル
品
提
供
の
お
願
い

･
ご
家
庭
に
ま
だ
十
分
使
用
で
き

る
け
れ
ど
も
、
不
要
に
な
っ
た

本
や
衣
類
、
家
具
、
自
転
車
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ク
リ
ー

ン
パ
ー
ク
フ
ァ
イ
ブ
ま
で
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
提
供
品
の
状
態

を
確
認
の
上
、
引
き
取
り
ま
す
。

･
大
型
家
具
を
提
供
で
き
る
方
で
、

搬
入
で
き
る
車
を
お
持
ち
で
な

い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
直

接
お
伺
い
し
て
、
提
供
品
の
状

態
を
確
認
の
上
、
引
き
取
り
ま

す
。

※
た
だ
し
、
家
電
製
品
の
引
き
取

り
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

ク
リ

ー
ン
パ
ー
ク
フ
ァ
イ
ブ（

 

78 

４

　

４
３
３
）

募　

集

有
明
広
域
行
政
事
務
組

合
消
防
本
部
職
員
採
用

試
験
実
施

　

有
明
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防

本
部
で
は
平
成
19
年
度
職
員
採
用

試
験
を
実
施
し
ま
す
。

■
試
験
職
種　

消
防
吏
員

■
採
用
人
員　

７
人
程
度

■
受
験
資
格　

昭
和
56
年
４
月
２

日
〜
平
成
２
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
人

■
試
験
期
日　

９
月
16
日
㈰

■
試
験
会
場　

九
州
看
護
福
祉
大

学
■
試
験
内
容　

筆
記
試
験
…
高
等

学
校
卒
業
程
度
の
教
養
、
適
性

及
び
作
文
試
験

■
申
込
締
切　

８
月
10
日
㈮（
土
、

日
曜
日
を
除
く
）

■
受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時

※
な
お
、
受
験
申
込
書
は
消
防
本

部
・
消
防
署
・
分
署
に
用
意
し
て

い
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

有
明

広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部

総
務
課（

 

73 

５
２
７
１
）

平
成
19
年
度
熊
本
県
警

察
職
員
採
用
試
験
実
施

　

平
成
19
年
度「
警
察
官
Ｂ
」
及
び

「
警
察
事
務
」
の
採
用
試
験
を
実
施

し
ま
す
。

■
募
集
職
種　

①
警
察
官
Ｂ
、
②

警
察
事
務

■
受
付
期
間　

①
②
８
月
13
日
㈪

〜
24
日
㈮

■
第
一
次
試
験
日　

①
10
月
14
日

㈰
、
②
９
月
23
日
㈰

■
受
験
資
格　

①
次
の
い
ず
れ
に

も
該
当
す
る
方

○
18
歳
〜
27
歳
ま
で
の
方（
昭
和
55

年
４
月
２
日
〜
平
成
２
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方
）

○
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学（
短
期

大
学
を
除
く
）を
卒
業
ま
た
は
卒

業
見
込
み
以
外
の
方

②
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

○
18
歳
〜
21
歳
ま
で
の
方（
昭
和
61

年
４
月
２
日
〜
平
成
２
年
４
月

１
日
生
の
方
）

○
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学（
短
期

大
学
を
除
く
）を
卒
業
ま
た
は
卒

業
見
込
み
以
外
の
方

※
年
齢
に
つ
い
て
は
平
成
20
年
４

月
１
日
現
在
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

熊
本

県
警
察
本
部
警
察
課
採
用
係（

０
９
６
・
３
８
１
・
０
１
１
０
）

「
く
ま
も
と
健
康
づ
く
り

応
援
店
」
募
集

　

県
民
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
す

る「
く
ま
も
と
健
康
づ
く
り
応
援

店
」を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

■
募
集
対
象　

飲
食
店
、
弁
当
・
総

菜
店
な
ど

■
内　

容　

栄
養
成
分
の
表
示
、

へ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
、

ヘ
ル
シ
ー
オ
ー
ダ
ー
の
実
施
の

中
か
ら
取
り
組
む
項
目
を
選
ん

で
実
施
す
る

■
申
込
締
切　

９
月
28
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

県
庁

健
康
づ
く
り
推
進
課（

０
９
６

　

・
３
３
３
・
２
２
５
２
）

パ
ソ
コ
ンE

xc
e
l

（
表

計
算
３
級
）
技
術
講
習

会
受
講
者
募
集

　

熊
本
県
で
は
、
就
職
を
希
望
す

る
人
を
対
象
に
、
就
職
に
必
要
な

技
術
の
習
得
を
目
的
と
し
た
講
習

会
を
実
施
し
ま
す
。

■
と　

き　

10
月
４
日
㈭
〜
11
月

８
日
㈭

■
と
こ
ろ　

荒
尾
市
働
く
女
性
の

家
■
受
講
資
格　

次
の
①
〜
⑥
を
全

て
満
た
す
人

①
就
職
を
希
望
し
、
受
講
終
了
後

す
ぐ
に
仕
事
に
就
き
た
い
人

②
雇
用
保
険
受
給
の
対
象
外
で
あ

る
人

③
全
日
程
出
席
で
き
る
人

④
熊
本
県
内
在
住

⑤
現
在
学
生
で
は
な
い
人

⑥
過
去
に
同
一
内
容
の
当
セ
ン
タ

ー
の
講
習
会
を
受
講
し
て
い
な

い
人

■
内　

容　

初
心
者
を
対
象
と
し

た
表
計
算
ソ
フ
ト「E
xcel

」
の
習

得
、
パ
ソ
コ
ン
表
計
算
３
級
の

検
定
試
験
実
施

■
受
講
料　

無
料（
教
材
費
・
検
定

料
な
ど
は
別
途
必
要
）

■
定　

員　

20
人（
選
考
に
よ
り
受

講
者
を
決
定
し
ま
す
）

■
申
込
方
法　

９
月
７
日
㈮
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
に
荒
尾
市
働

く
女
性
の
家
に
来
場
し
、
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
せ　

パ
レ
ア
し
ご
と
相

談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
（

０
９

　

６
・
３
５
５
・
４
３
０
９
）

司
法
書
士
に
よ
る
中
小

企
業
事
業
承
継
対
策
セ

ミ
ナ
ー
参
加
者
募
集

　

熊
本
県
青
年
司
法
書
士
会
で
は
、

中
小
企
業
を
対
象
に
事
業
承
継
に

関
す
る
無
料
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。

　

中
小
企
業
の
事
業
承
継
を
円
滑

に
進
め
る
こ
と
は
、
基
盤
技
術
の

承
継
や
雇
用
の
確
保
な
ど
、
と
て

も
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
中
小
企
業
の
中
に
は
、

後
継
者
の
不
在
に
よ
り
経
営
が
困

難
に
な
っ
た
り
、高
齢
化
が
進
展
し
、

事
業
承
継
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

疑
問
を
お
持
ち
の
会
社
経
営
者
・

個
人
事
業
者
・
後
継
者
の
方
々
は
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
定
員
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
ま
ち
づ
く
り
課
に
用

意
し
て
い
ま
す
。

■
と　

き　

９
月
１
日
㈯　

午
後

１
時
30
分
〜
午
後
３
時（
受
付
…

午
後
１
時
〜
）

■
と
こ
ろ　

熊
本
県
民
交
流
館
パ

レ
ア　

会
議
室
１（
鶴
屋
東
館
９

階
）

■
入
場
料　

無
料

■
主　

催　

熊
本
県
青
年
司
法
書

士
会

■
後　

援　

熊
本
県
司
法
書
士
会

■
申
込
締
切　

８
月
25
日
㈯

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

司
法

書
士　

中
嶋
亜
志
火（

０
９
６
・

　

３
８
８
・
３
７
１
０
）、
司
法
書
士

　

島
田
武
典（

０
９
６
・
３
２
０
・

　

９
４
１
３
）、
ま
ち
づ
く
り
課（
内

線
２
３
１
）

作
品
募
集
！
明
る
い
選
挙
啓
発
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

　

選
挙
に
対
す
る
認
識
を
深
め
て

も
ら
う
た
め
に
、
啓
発
作
品
コ
ン

ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

■
申
込
期
限　

９
月
７
日
㈮

■
募
集
内
容

【
ポ
ス
タ
ー
】

○
テ
ー
マ　
「
明
る
い
選
挙
」

○
大
き
さ　

画
用
紙
の
四
ツ
切

（
５
４
２
㎜
×
３
８
２
㎜
）、
八

ツ
切（
３
８
２
㎜
×
２
７
１
㎜
）

も
し
く
は
そ
れ
に
準
じ
た
大
き

さ
の
も
の

○
対
象
者　

小
・
中
・
高
校
生

※
必
ず
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、
学

校
名
、
学
年
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

【
４
コ
マ
漫
画
】

○
テ
ー
マ　
「
有
権
者
に
選
挙
の
大

切
さ
を
伝
え
る
も
の
」
ま
た
は

「
明
る
い
選
挙
を
よ
び
か
け
る
も

の
」

○
対
象
者　

ど
な
た
で
も
応
募
で

き
ま
す
。

※
応
募
用
紙
は
、
町
選
挙
管
理
委

員
会
ま
で

【
標　

語
】

○
テ
ー
マ　
「
有
権
者
に
選
挙
の
大

切
さ
を
伝
え
る
も
の
」
ま
た
は

「
明
る
い
選
挙
を
よ
び
か
け
る
も

の
」

○
字　

数　

自
由

○
対
象
者　

ど
な
た
で
も
応
募
で

き
ま
す
。

※
応
募
用
紙
は
、
町
選
挙
管
理
委

員
会
ま
で

【
書　

道
】

　

和
半
紙
は
３
３
０
㎜
×
２
４
０

㎜
の
も
の
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

（
※
必
ず
、
和
半
紙
の
左
側
に
学
校

名
、
学
年
、
氏
名
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。）

○
対
象
者
・
テ
ー
マ

　

小
学
校
３
年
生「
自
由
」、
４
年

生「
政
治
」、
５
年
生「
投
票
」、
６

年
生「
選
挙
」、
中
学
１
年
生「
義

務
」、
２
年
生「
民
主
政
治
」、
３
年

生「
地
方
自
治
」

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

町
選

挙
管
理
委
員
会（
内
線
２
１
１
）
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第52回大川花火大会
　半世紀を超えた大川花火大会。約 6,000発
の花火が大川の夜空を焦がす真夏の夜の祭典。
■と　き　８月 10日㈮　午後８時～
　　　　　（荒天時は 11日、20日に順延）
■ところ　筑後川総合運動公園
■問い合せ　大川観光協会
　　　　　　（  0944・87・2101）

私たちの未来は私たちがつくる！
“もっと、自分らしく”

～中学生のみなさんから、男女共同参画社会に向けた作文を募集します～

男女共同参画とは・・・男や女という性別に関係なく、だれでも同じように、自由で平等に　
　　　　　　　　　　　自分のやる気しだいでいろいろなことにチャレンジできることです。

●「男のくせに」「女のくせに」と言われたり、思ったりしたこと
はありませんか？
●「この仕事は男にしかできない」「料理は女の仕事」など「これは
男性」「これは女性」と仕事や役割を決めつけていませんか？
●家庭や学校のなかで、いつの間にか、きまりや慣習として根付
いていませんか？
　８月は荒尾玉名地域の男女共同参画推進強化月間です。みなさ
んが家庭や学校などで日頃体験したことで、「私ならこう思う、
これならできる、こうしたい、こうありたい」といったあなた
の想いを作文にしてみませんか。
■募集対象　荒尾市、玉名市及び玉名郡の中学校に在籍する生徒
■募集期限　９月 30日㈰（当日消印有効）
■応募方法　作文の題名・住所・郵便番号・電話番号・氏名・学校名・
学年を明記のうえ、400字詰め原稿用紙３枚以内に記入し、通
っている中学校に提出してください。ただし、作品は未発表の
もので、かつ自作のものに限ります。
■表　彰　最優秀賞１点、優秀賞数点（賞状及び図書券を贈呈し
ます）
■主　催　熊本県玉名地域振興局
■共　催　熊本県玉名教育事務所
■問い合せ　玉名地域振興局総務振興課（  74 2111）

　私の家では、父も協力し、私も協
力します。家族全体で手分けしてや
ると早く済むし、なにより一緒にい
る時間が長くなることにより会話が
増えます。一日の出来事を話してな
んとなく嬉しくなります。
　だから、家では女の人が一人で家
事をする必要はないのです。
～平成18年度最優秀作品より抜粋～

男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
グ
ル
ー
プ
募
集

　

男
と
女
の
本
音
ト
ー
ク
や
男
の

粋（
い
き
）
な
料
理
教
室
、
子
育
て

応
援
講
座
な
ど
、
男
女
共
同
参
画

社
会
づ
く
り
の
視
点
で
多
彩
な
企

画
を
実
施
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
グ

ル
ー
プ
で
取
り
組
む
企
画
を
募
集

し
、
荒
玉
地
域
男
女
共
同
参
画
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
県
が
支
援
し
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
内
容　

男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
の
必
要
性
を
広
く
周
知

す
る
も
の
や
、
職
場
で
の
男
女
共

同
参
画
を
進
め
る
取
組
み
な
ど

■
募
集
対
象　

講
座
、
講
演
会
、

映
画
上
映
会
、
演
劇
な
ど

■
支
援
内
容　

必
要
な
経
費
の
３
／

４
又
は
10
万
円
の
い
ず
れ
か
低
い

額
を
県
が
負
担
。
た
だ
し
、
応
募

さ
れ
た
団
体
に
対
し
、
県
が
負
担

す
る
額
の
合
計
は
20
万
円
ま
で
。

■
申
込
締
切　

８
月
31
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

荒
玉

地
域
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
事
務
局（

 

71 

２
６
１
１
）

男
女
共
同
参
画
推
進
事

業
者
募
集

　

熊
本
県
で
は
、
男
女
が
共
同
し

て
参
画
す
る
こ
と
の
で
き
る
職
場

づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
事
業
者（
企
業
又
は
団
体
）
を

表
彰
す
る「
男
女
共
同
参
画
推
進
事

業
者
表
彰
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
対　

象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
県
内
の
事
業
者（
企
業
又

は
団
体
）

①
職
場
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画

推
進
の
た
め
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
事
業
者

②
従
業
員
等
の
仕
事
と
家
庭
の
両

立
を
支
援
す
る
た
め
に
独
自
の

制
度
を
設
け
て
い
る
事
業
者

③
そ
の
他
、
男
女
が
働
き
や
す
い

職
場
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
他
の
模
範
と
な

る
事
業
者

■
18
年
度
受
賞
者

○
ト
レ
ジ
ャ
ー
オ
ブ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
株
式
会
社「
仕
事
と
家
庭
の
両

立
支
援
」

○
熊
本
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ

ザ「
子
育
て
し
や
す
い
職
場
環
境

づ
く
り
」

■
応
募
方
法　

応
募
用
紙（
市
町
村

男
女
共
同
参
画
行
政
担
当
窓
口

又
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
県

か
ら
の
お
知
ら
せ
」コ
ー
ナ
ー
に

掲
載
）に
必
要
事
項
を
記
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町内の常用求人を掲載しておりますので、ご活用ください。
受付番号 職　種 求人数 年　齢 賃　金

43040－ 3341871 場内作業員 ３人 18～ 40歳 120,750円
43040－ 3304671 アルミ製品の検査・加工（請負） ２人 18～ 45歳 115,500～ 148,500円
43040－ 3290371 左官見習 １人 16～ 20歳 150,000～ 175,000円
43040－ 3258371 販売員（チーフ候補） ２人 不問 250,000～ 350,000円
43040－ 3254271 エンジニアリング（請負） ２人 18～ 40歳 161,000～ 230,000円
43040－ 3245271 溶接工、溶接工見習い（請負） ２人 16～ 40歳 138,000～ 299,000円
43040－ 3236871 船舶塗装工 ５人 18～ 50歳 207,000～ 299,000円
43040－ 3198271 美容師 ２人 18～ 35歳 140,000～ 250,000円
43040－ 3188771 機械設計（派遣） ２人 不問 208,000～ 256,000円
43040－ 3184371 アルミサッシ・ドアの加工組立 ４人 18～ 45歳 133,320～ 151,500円
43040－ 3179471 婦人服裁断 １人 不問 144,000～ 168,000円
43040－ 3161471 保温・鈑金工（請負） １人 18～ 40歳 220,000円
43040－ 3153771 工員（派遣） ５人 不問 147,890円
43040－ 3100371 准看護師 １人 不問 136,500～ 166,500円
43040－ 3077171 介護職 ２人 不問 126,000～ 142,800円
43040－ 3003071 建築一般 １人 18～ 30歳 150,000～ 200,000円
43040－ 3000271 溶接（請負） ５人 18～ 35歳 152,000～ 220,000円
43040－ 2994971 アルミサッシ組立・梱包（請負） １人 18～ 45歳 116,732円
43040－ 2947071 軽作業 ５人 不問 153,450～ 170,500円
43040－ 2938071 保育士 １人 不問 122,000円
☆掲載内容は、ほんの一部です。問い合せの際には、受付番号をお伝えください。このほかにも多数の求人がありますので、お
　早めに玉名公共職業安定所 (  72 ８６０９)へ問い合せください。掲載内容は７月 23日現在ですので、すでに採用済みになっ
　ている場合はご了承ください。
　また、毎月２回ハローワークから発行されていました「求人案内情報誌」は４月 16日号をもって終了しました。
　なお、求人情報の提供については、「ハローワーク　インターネットサービス　全国版」（http://www.hellowork.go.jp）でご覧
　になれます。

大川市

平成 19年７月 23日現在
玉名公共職業安定所調べ

（平成19年６月30日受付分まで）

誕生日 出生児 性別 保護者名 行政区

5・21 寺本　宗
そ う き

生 男 大　助 向野北

5・28 城戸　悠
ゆ う と

人 男 法　大 駅　通

5・30 米﨑　秀
ひでとら

虎 男 大　介 出　町

6・4 井川みずき 女 正　徳 清源寺

6・5 佐野　菜
な ず な

絆 女 郁 下　東

6・6 田上　優
ゆ う や

哉 男 和　美 折　地

6・7 石原　優
ゆ う と

翔 男 裕市郎 古　城

6・13 川島　雄
ゆうだい

大 男 幸　雄 東荒神

6・15 村上　　蓮
れん

男 幸　生 磯　町

6・19 山下　史
しりゅう

龍 男 敬　史 新　山

6・20 溝口　耕
こ う き

生 男 晃 梅　田

6・22 中島胡
こ た ろ う

太郎 男 公　彦 永　方

お盆期間中のバス運休のお知らせ
　お盆期間中に限り、下記の路線バスは運休または時
刻の変更になります。
○長洲・荒尾環状線バス
　（健康福祉センター発着～荒尾市民病院経由）
　　→８月13、14、15日運休
○健康福祉センター環状線バス
　（健康福祉センター発着　町内循環バス）
○玉名合同庁舎前～荒尾産交前線バス
　　→８月13、14、15日　土曜ダイヤ運行
○山の手・牛水線バス（長洲港～荒尾シティモール）
　　→８月14、15、16日　日曜・祝日ダイヤ運行
■問い合せ　産交バス㈱玉名営業所（  57 0100）、
　　　　　　まちづくり課（内線 231）
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８月の行事
期　日 内　　　容 場　　所
１日㈬
～２日㈭

玉名管内Ｂ＆Ｇマリ
ンスポーツ普及大会 Ｂ＆Ｇ艇庫

４日㈯
～５日㈰ 町長杯卓球大会 Ｂ＆Ｇ体育館

　平成 20年成人式は、次のとおり開催します。

◇と　き　平成 20年１月 14日㈪　成人の日
　　　 　　午前 10時～

◇ところ　ながす未来館　文化ホール
◇対象者　昭和 62年４月２日から昭和 63年４月１日
　までに生まれた町内在住者および本町出身者。

※町外に住所を異動されて

　いる方は、事前に参加申

　込みをお願いします。

平成20年　成人式は
平成20年１月14日です！

子ども会行事報告

ソフトボールで熱い戦い
　７月８日及び 16日に第 36回子ども会ソフトボール大会が
開催されました。小雨の降る中 12チームが参加し、白熱し
た試合が繰り広げられました。
　なお、上位結果は次のとおりです。
　優　勝　　下東　
　２　位　　新町・宮ノ町・松原・新山・磯町
　３　位　　大明神・東荒神

▲優勝した下東チーム

ハンセン病問題啓発映画「新・あつい壁」上映日決定！
■日　時　９月 22日㈯　開場：午後６時 30分　  上映時間：午後７時～９時
　　　　　９月 23日㈰　開場：午前９時　　　　上映時間：午前９時 30分～ 11時 30分
■会　場　ながす未来館（文化ホール）
■入場料　前売券（製作・上映協力券）：1,000円　　※枚数限定につきお早めにご購入を！
　　　　　当日券　大人：1,300円（大学生以上）、小学生～高校生：800円
※前売券の購入や問い合せは中央公民館（平日昼間のみ）まで。映画内容は別途配布するチラシにて。

高齢者ビーチボールバレー
第64回定期大会

　平成 19年度最初となる高齢者ビーチ
ボールバレー教室の会員による第 64回
定期大会が６月 27日に総合スポーツセ
ンター体育館で開催されました。日頃の
練習の成果を発揮し、白熱した戦いが繰
り広げられました。
　優勝チームのメンバーは次のとおりで
す。（敬称略）
優勝　磯川・田上・谷森・谷森・宮原

　キャンプ体験をしたい方を次のとおり募集します。
お気軽にご応募ください。
◇目　的　ボーイスカウトで日頃行っているキャンプ

の一部を体験して、スカウト運動を理解し
てもらうため。

◇期　日　８月 11日㈯～ 12日㈰
◇場　所　総合スポーツセンター芝生広場
◇対象者　小学１年生～６年生　30名程度
◇参加費　１人あたり１，０００円
　　　　　（食材、傷害保険、教材等）
◇申込方法　８月１日～７日までに中央公民館受付に

備え付けの申込用紙で申し込みください。
（参加確定者には後日連絡します。）

◇問い合せ　ボーイスカウト長洲第１団
　　　　　　団本部　中島（  78 ５９３５）
　　　　　　事務局　福島（  78 ４０９７）

ボーイスカウトと一緒にキャンプ体験しませんか？

キャンプ体験　参加者募集

キャンプを通して
　　親子のふれあいを！

  「キャンプ教室」
参加者募集

■期　日　８月 18日㈯　12：00～
　　　　　８月 19日㈰　12：00（１泊２日）
■場　所　たまきな荘キャンプ場及びしんしん館
■対象者　町内の小学４年生から中学生までの
　　　　　親子 20組程度
■参加費　１人あたり２，５００円
■申込方法　８月１日～ 10日までに中央公民館受付に
　　　　　　備え付けの申込用紙で申し込みください。
■説明会　と　き：８月 13日㈪　20時～　
　　　　　ところ：中央公民館
■主　催　長洲町青少年育成町民会議

長洲町ビーチボールバレー協会から

大会開催のお知らせ
第４回長洲町長杯ビーチボールバレー大会

■と　き　９月 23日㈰
■ところ　総合スポーツセンター体育館
■参加資格　長洲町在住者及び町ビーチボールバレ
ー協会の登録者の方で中学生以上の男女。チーム
構成は、男子２名女子３名とし、高齢者の部は 60
歳以上で編成する。
※各自スポーツ保険に加入していただきます。
　たくさんの参加をお待ちしています。
■問い合せ　町ビーチボールバレー協会
　会長　下田　辰治（  78 ６１２１）

我が子のため、孫のため、
　　そして自分のために・・・

　フレッシュアップセミナー

「おとなのための
　　　ケータイ学校」

　～　受　講　生　募　集　～

　女性の社会参画および就業者への学習機会の充実を
図るためフレッシュアップセミナーを開催します。
　今年は、現在子どもたちが一番興味を持ち、なおか
つ様々なトラブルの要因となっているケータイ（携帯電
話）についての知識や使う技術を学んでいただきます。
　これからケータイの購入を考えている方や既にお持
ち方、お父さん、お母さんからおじいちゃん、おばあち
ゃんまで、この機会にどうぞお気軽にご参加ください。
■と　き　９月 20日㈭、10月 18日㈭、
　　　　　11月 15日㈭
　　　　　時間はいずれも午後７時 30分～９時
■ところ　長洲町中央公民館
■対象者　町内に在住または勤務する成人者。
■内　容　ワークショップ（参加型学習会）
■テーマ
　⑴ ケータイってなに？
　⑵ ケータイのトラブルを知ろう！
　⑶ 子どもとケータイの関係を考えよう！
■講　師　徳村　美佳氏（金融広報アドバイザー）
■定　員　30名
■受講料　無　料
■申し込み　８月６日㈪から８月 31日㈮までに生涯
　学習課へ。
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▼弁論発表者および司会者の皆さん

12名の小中高生が発表
個人２名・団体１組が表彰受ける

社明弁論大会・善行者表彰式
　７月７日、第 57回“社会を明るくする運動”の一
環事業の弁論大会および善行者表彰式がながす未来
館で開催されました。
　まず式典では主催者を代表して、実施委員会の宮
原利興会長が挨拶し、来賓の橋本町長が挨拶されま
した。
　引き続き善行者の表彰式が行われ、その後小学生、
中学生、高校生あわせて 12名の弁論発表が行われ、
発表者全員に感謝状と記念品が贈呈されました。
　なお、本年度の善行者及び弁論発表者は次のとお
りです。（敬称略）

【善　行　者】
●大石陽子（東荒神）・・・路上で倒れ身動きの取れ
ない一人暮らしの女性を救助し、病院まで搬送。そ
の後地元区長に引き継ぐまで看病された。
●熊谷　明（今町）・・・多年にわたり、区内全域に
おいて台風などの災害直後の破損箇所の見回りと補
修作業に自主的に取り組まれた。
●腹栄中学校生徒会ボランティア委員会・・・発足
当初より介護老人保健施設を自主的かつ定期的に訪
問し、入所者とのボランティア交流に取り組まれた。

【弁論発表者】
《小学生の部》
〔六栄小〕山本万葵（６年：向野）、緒方夢乃（６年：
向野）〔腹赤小〕宮本由来（６年：清源寺）、藤江愛
実（６年：清源寺）〔長洲小〕森山早織（６年：下東）、
山本惇太郎（６年：宮ノ町）〔清里小〕工藤くるみ（５
年：梅田）、古賀美桜（６年：梅田）

《中学生の部》
〔腹栄中〕木下歩美（３年：平原）
〔長洲中〕松本康佑（３年：松原）
《高校生の部》
〔有明高校〕光武磨理子（３年：東荒神）
〔玉名高校〕松本佳寿美（２年：松原）
　大会の司会進行については、腹栄中３年の上田昌
美さん（向野）と長洲中３年の川冨颯太さん（大明神）
が行いました。
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の
先
ぱ
い
が
中
学
生
に
な
り

上
級
生
か
ら
い
じ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
は
以
前

い
じ
め
ら
れ
て
い
た
時
を
思
い
だ
し
ま
し
た
。「
前

に
私
を
い
じ
め
て
い
た
の
だ
か
ら
、
い
じ
め
ら
れ

て
も
当
然
だ
よ
。
私
に
は
関
係
な
い
ん
だ
か
ら
。」

と
知
ら
ん
顔
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
事
を
お
母

さ
ん
に
、

「
き
っ
と
バ
チ
が
当
っ
た
ん
だ
よ
ね
。」

と
話
し
た
ら
、
お
母
さ
ん
は

「
き
っ
と
い
じ
め
ら
れ
た
万
葵
の
気
持
ち
が
わ
か
っ

た
は
ず
だ
よ
。
そ
の
子
が
困
っ
て
い
る
時
や
、
い

じ
め
ら
れ
て
い
る
時
は
助
け
て
あ
げ
な
さ
い
。」

と
言
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
て
私
は
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。（
私
が
そ
の
先
ぱ
い
か
ら
い
じ
め
ら
れ

て
い
た
と
言
う
の
に
、
私
が
助
け
る
？
そ
ん
な
の

い
や
だ
。）
で
も
そ
の
先
ぱ
い
が
上
級
生
か
ら
仲
間

は
ず
れ
に
さ
れ
た
り
、
無
視
さ
れ
た
り
い
じ
め
ら

れ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
だ
ん
だ
ん
と
、
心
が
痛

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
同
じ
大
好
き
な
ク
ラ
ブ
チ

ー
ム
の
中
で
そ
ん
な
い
じ
め
が
お
き
て
い
る
事
自

体
許
せ
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。「
声
を
か
け
て
あ

げ
よ
う
。」と
思
っ
て
も
勇
気
が
わ
い
て
き
ま
せ
ん
。

や
っ
ぱ
り
無
理
。
で
も
そ
の
ま
ま
に
は
し
て
お
け

な
い
。

　

次
の
日
、
私
は
思
い
き
っ
て
い
じ
め
ら
れ
て
い

る
先
ぱ
い
に
声
を
か
け
ま
し
た
。

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？
。」

す
る
と
先
ぱ
い
は
、
こ
う
言
い
ま
し
た
。

「
心
配
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
ま
き
ち
ゃ
ん
だ

け
が
心
配
し
て
く
れ
た
。
う
れ
し
い
。」

　

私
は
、
心
に
つ
ま
っ
て
い
た
モ
ヤ
モ
ヤ
が
す
ー

っ
と
と
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
私
が
い
じ

め
ら
れ
た
事
な
ど
、
も
う
ど
う
で
も
よ
く
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
い
じ
め
は
許
し
て
は
い
け
な
い

こ
と
で
す
。
私
は
な
ん
だ
か
、
う
れ
し
く
な
り
、

こ
ん
な
気
持
ち
に
な
る
ん
だ
っ
た
ら
も
う
少
し
早

く
勇
気
を
持
っ
て
言
っ
て
あ
げ
れ
ば
よ
か
っ
た
と

思
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
た
く
さ
ん
の
人
に
出
会
う
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
色
々
な
で
き
事
が
あ
る
で
し
ょ

う
。
そ
こ
で
い
じ
め
が
お
こ
っ
た
と
し
て
も
、
私

は
誰
よ
り
も
早
く
い
じ
め
を
止
め
る
勇
気
が
あ
り

ま
す
。
た
と
え
小
さ
な
悪
口
で
も
。

　

み
な
さ
ん
の
周
り
に
、
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い

る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？
も
し
、
そ
う
い
う
人
が
い

る
の
だ
っ
た
ら
、
み
な
さ
ん
の
一
言
で
気
持
ち
が

楽
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
勇
気
を
持
っ
て
、

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
」

と
声
を
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
一
人
ひ
と
り
の
勇

気
が
小
さ
な
い
じ
め
を
な
く
し
て
い
く
と
私
は
思

い
ま
す
。
そ
し
て
勇
気
を
持
っ
て

「
い
じ
め
は
い
け
な
い
よ
。」

と
言
え
る
私
に
な
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

み
な
さ
ん
、
最
近
学
校
が
楽
し
い
と
感
じ
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？
ハ
イ
、
と
答
え
た
人
は
た
ぶ

ん
今
学
校
に
大
切
な
も
の
や
人
が
い
る
か
ら「
学
校

が
楽
し
い
」
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
ぼ
く
も
今
、

学
校
に
行
く
の
が
大
好
き
で
す
。
毎
日
学
校
に
来

て
友
達
と
遊
ん
だ
り
、
ケ
ン
カ
し
た
り
、
笑
っ
た

り
、
部
活
で
汗
を
か
い
た
り
、
大
声
を
出
し
て
応

援
し
た
り
、
生
徒
会
の
仕
事
を
が
ん
ば
っ
た
り
と
、

今
は
楽
し
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。「
早
く
明
日

に
な
ら
な
い
か
な
ー
」と
言
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
だ
け
ど
、二
年
前
の
中
学
一
年
の
頃
の
自
分
は
、

今
の
自
分
と
全
く
ぎ
ゃ
く
で
し
た
。
学
校
行
く
の

が
イ
ヤ
、
勉
強
す
る
の
が
め
ん
ど
く
さ
い
、
ぜ
ん

ぜ
ん
楽
し
く
な
い
、
そ
れ
が
二
年
前
の
ぼ
く
で
し

た
。
そ
の
せ
い
か
学
校
を
休
み
が
ち
で
し
た
。
今

日
キ
ツ
イ
か
ら
休
も
う
な
ど
学
校
生
活
を
楽
し
ん

で
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
時
こ
ん

な
自
分
を
支
え
て
く
れ
る
友
達
が
い
ま
し
た
。
い

っ
し
ょ
に
遊
ん
だ
り
し
て
、
ぼ
く
を
は
げ
ま
し
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
ぼ
く
は
と
て
も
笑
っ
て

い
ま
し
た
。
心
の
底
か
ら
お
も
い
っ
き
り
笑
っ
て

い
ま
し
た
。（
楽
し
い
）
と
も
思
い
ま
し
た
。
ぼ
く

は
そ
の
友
達
と
親
友
に
も
な
り
ま
し
た
。
そ
の
と

き
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
ぼ
く
が（
学
校
が
楽
し
い
）

と
思
え
た
の
は
。
お
か
げ
で
あ
ま
り
学
校
を
休
む

こ
と
も
な
く
そ
の
日
か
ら
楽
し
ん
で
学
校
に
来
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
今
で
も
そ
の
親
友
は
ぼ

く
と
い
っ
し
ょ
に
毎
日
笑
っ
て
い
ま
す
。
友
達
が

い
る
幸
せ
を
今
、
す
ご
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
は
全
員
が
か
け
が
え
の
な
い
友
達
で
す
。
周

り
に
こ
ん
な
楽
し
い
友
達
が
い
ま
す
。
一
人
一
人

全
く
違
う
個
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
楽
し

い
ん
で
す
。

　

そ
し
て
五
月
二
十
五
日
、
こ
の
ク
ラ
ス
で
団
結

力
が
求
め
ら
れ
る
リ
レ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
出

ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
こ
の
ク
ラ
ス
だ
っ
た
ら
勝
っ

て
も
負
け
て
も
楽
し
く
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

リ
レ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
リ
ー
ダ
ー
に
も
な
り

ま
し
た
。
朝
練
初
日
、
初
め
て
一
年
か
ら
三
年
ま

で
各
自
リ
レ
ー
の
練
習
を
し
ま
し
た
。
ぼ
く
た
ち

三
年
一
組
男
子
の
練
習
は
初
日
に
し
て
は
、
け
っ

こ
う
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
で
な
か
な
か
い
い
練
習
が

で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
朝
練
二
日
目
、
こ
の
日
初

め
て
紅
団
全
員
で
応
援
の
練
習
を
し
ま
し
た
。
初

め
て
応
援
を
聞
い
た
一
年
生
は
覚
え
る
の
が
必
死

で
し
た
。
し
か
し
一
年
生
は
、
す
ぐ
に
言
わ
れ
た

こ
と
を
覚
え
る
し
、
声
が
大
き
い
の
で
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
も
、
い
い
ク
ラ
ス
だ
な
ー
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
朝
練
が
行
わ
れ
る
に
つ
れ
ク
ラ
ス
や
紅
団

の
団
結
力
が
高
く
な
り
、
み
ん
な
が
白
団
に
勝
つ

と
い
う
気
持
ち
も
い
っ
そ
う
増
し
ま
し
た
。
ぼ
く

も
最
初
は
楽
し
け
り
ゃ
い
い
や
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
絶
対
勝
つ
と
い
う
気
持
ち
に
変
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
リ
レ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
当
日
、
今
ま

で
の
練
習
の
成
果
を
全
て
出
し
切
り
悔
い
の
無
い

最
後
の
リ
レ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
し
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、ぼ
く
が
走
る
番
が
来
ま
し
た
。

そ
の
と
き
の
自
分
は（
諦
め
る
な
、
絶
対
つ
い
て
い

く
）と
言
い
聞
か
せ
な
が
ら
走
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
結
果
は
白
団
に
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

み
ん
な
の
元
気
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
ち
ろ

ん
自
分
も
盛
り
上
が
る
気
分
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
ん
な
と
き
一
人
の
友
達
が
ひ
ざ
ま
づ
い

て
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
そ
の
友
達
に「
大
丈
夫
？
」

と
聞
き
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
そ
の
友
達
は
泣
い
て

い
ま
し
た
。
何
も
言
わ
ず
た
だ
泣
い
て
い
ま
し
た
。

彼
の
大
粒
の
涙
が
地
面
に
落
ち
る
の
を
見
て
い
ま

し
た
。
彼
は
一
人
で
二
百
メ
ー
ト
ル
を
二
周
走
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
て
一
番
キ
ツ
イ
は
ず
で
す
。

だ
か
ら
彼
が
一
番
悔
し
い
は
ず
で
す
。
そ
ん
な
彼

を
見
て
ぼ
く
も
自
然
と
涙
が
こ
ぼ
れ
落
ち
ま
し
た
。

目
を
閉
じ
て
、
く
ち
び
る
を
噛
ん
で
ジ
ー
っ
と
し

て
い
ま
し
た
。
人
生
最
後
の
リ
レ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
は
負
け
で
終
わ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ

残
っ
て
い
る
行
事
が
あ
り
ま
す
。
ぼ
く
と
そ
の
友

達
は
残
っ
て
い
る
行
事
に
全
力
で
挑
み
ま
す
。
後

悔
し
な
い
た
め
に
も
全
力
で
挑
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ぼ
く
の
周
り
に
は
こ
ん
な
友
達
が
い
っ
ぱ
い
い

ま
す
。
全
員
が
友
達
で
あ
り
大
切
な
人
た
ち
で
す
。

だ
か
ら
学
校
に
来
る
の
が
大
好
き
で
す
。
残
り
少

な
い
中
学
校
生
活
み
ん
な
と
共
に
何
に
で
も
楽
し

ん
で
い
き
た
い
で
す
。
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日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

８月の休館日のお知らせ（○印が休館日）

31日は館内整理のため図書館のみ休館
となります。

月／日（曜） 催　し　物 問い合せ窓口 開場／開演～終演 入場料

８／ 24㈮
『西林博子門下生による

スキップコンサート』
西林　博子さん
（  78４５０６）

18：00／ 18：30～ 無　　料

８／25・26 のしこらまつり雨天会場
産業振興課
（内線 262）

未　　定 無　　料

９／９㈰ 25周年記念　西野歌謡学園祭
西野　　守さん
（  78３７０４）

未　　定 無　　料

９／ 13㈭ 劇団文学座「お～い幾多郎」 右ページをご参照ください。

９／ 15㈯ 長洲町敬老会
福祉保健介護課
（内線 141）

9：30／ 10：00～ 無　　料

※都合により変更となる場合がありますので主催者にご確認ください。

ながす未来館文化ホール　８月・９月の催し物案内
ながす未来館（　　２００５）69

■問い合せ　生涯学習課（  78００５３）・ながす未来館（  69２００５）・長洲町図書館（  69２０６０）

劇団文学座「お～い幾多郎」
長洲町合併50周年記念・ながす未来館開館10周年記念事業

　文化勲章の受章者、哲学者・西田幾多郎博士の青年
教師時代の物語。日々の暮らしに苦闘しながら、家計
をやりくりして研究にいそしむ姿。西田家の人々が織
りなす笑いと涙のヒューマンドラマです。金沢市民芸
術村から生まれた傑作を文学座バージョンでお楽しみ
ください !
◇と　き　９月 13日㈭　開場 18：30／開演 19：00～
◇会　場　ながす未来館文化ホール
◇入場料　2,000円（全席指定）

◇プレイガイド　ながす未来館・花いっぱいの地球村・荒尾総合文化センター・玉名市民会館・
　　　　　　　　大牟田文化会館
◇主　催　ながす未来館自主事業実行委員会・長洲町・長洲町教育委員会
◇共　催　財団法人地域創造

塩
野
七
生
『
ロ
ー
マ
人
の
物
語
』

ス
ペ
シ
ャ
ル
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

新
潮
社
出
版
企
画
部
‥
編

　
「
ロ
ー
マ
人
の
物
語
」を
１
０
０
倍
楽
し
く
読
む
た
め

の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
。
全
巻
の
ハ
イ
ラ
イ
ト

シ
ー
ン
を
再
現
す
る
他
、
数
々
の
遺
跡
や
、
ロ
ー
マ
帝

国
ゆ
か
り
の
所
蔵
品
が
あ
る
美
術
館
を
紹
介
す
る
。
特

別
対
談
や
ロ
ン
グ
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
も
収
録
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
本

高
橋　

伯
夫
‥
著

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
危
険
な
予
兆

で
は
な
く
、
す
で
に
危
険
な
状
態
！
し
か
し
、
病

気
の
し
く
み
を
知
れ
ば
、
前
向
き
に
考
え
、
対
処

で
き
る
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は
何

か
、そ
の
症
状
、確
か
め
る
方
法
、克
服
法
を
解
説
。

君
は
ポ
ラ
リ
ス三

浦
し
を
ん
‥
著

　

初
恋
、
禁
忌
、
純
愛
、
結
婚
、
信
仰
、

偏
愛
、
同
性
愛
…
。
世
間
の
注
目
も
、
原

稿
の
注
文
も「
恋
愛
の
こ
と
ば
か
り
」。
な

ら
、
と
こ
と
ん
書
い
て
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い

の
！
と
い
う
こ
と
で
生
ま
れ
た
、
恋
愛
小

説
の
名
手
が
紡
ぐ
、
11
の「
恋
愛
」の
形
。

ア
パ
ル
ー
サ
の
決
闘

ロ
バ
ー
ト
・
Ｂ
・
パ
ー
カ
ー
‥
著

山
本　

博
‥
訳

　

鉱
山
の
町
ア
パ
ル
ー
サ
は
横
暴
な
牧
場
主
が
支

配
す
る
無
法
地
帯
。
つ
い
に
は
保
安
官
が
射
殺
さ

れ
る
が
、
そ
こ
に
乗
り
込
ん
で
き
た
の
は
数
々
の

修
羅
場
を
く
ぐ
っ
て
き
た
腕
利
き
ガ
ン
マ
ン
だ
っ

た―

。
大
荒
野
に
展
開
す
る
男
の
ド
ラ
マ
！

ス
パ
イ
少
女
ド
ー
ン
・
バ
ッ
ク
ル

 

ア
ン
ナ
・
デ
イ
ル
‥
著

岡
本
さ
ゆ
り
‥
訳

　

平
凡
で
お
と
な
し
く
、
目
立
た
な
い
少
女

ド
ー
ン
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
が
決
め
手
と
な
っ

て
、
ス
パ
イ
に
大
抜
擢
。
訓
練
の
後
、
さ
っ

そ
く
任
務
の
た
め
、
の
ど
か
な
村
へ
送
ら
れ

る
が
…
。
ス
リ
ル
満
天
の
冒
険
小
説
。

お
ば
け
た
ち
で
て
お
い
で

深
見　

春
夫
‥
作
・
絵

　

ち
い
さ
な
お
ば
け
が
、
友
達
を
さ
そ
い
に
出
か

け
ま
し
た
。「
お
ば
け
く
ん
出
て
お
い
で
ー
」野
菜
、

花
、
ケ
ー
キ
、
靴
の
お
ば
け
が
出
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『
夏
休
み
特
集
』

　

夏
休
み
の
宿
題
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
本
を
揃
え
て

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

『
貸
出
資
料
に
つ
い
て
の
お
願
い
』

　

気
温
が
高
い
こ
の
季
節
、
本
や
ビ
デ
オ
な
ど
を
自

動
車
内
に
放
置
さ
れ
ま
す
と
、
色
あ
せ
や
変
形
な
ど

で
故
障
す
る
事
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は

弁
償
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

 

夏
の
お
は
な
し
会

■
と　

き　

８
月
18
日
㈯　

午
前
10
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ　

図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

発売中！

―　お詫びと訂正　―
　７月１日号の「７月の休館日のお知らせ」の中で
16日㈪が休館日の表示となっておりました。正
しくは 17日㈫が休館日でした。ご利用の皆様に
はご迷惑をおかけしました。
　お詫びして訂正いたします。

『長洲町童話発表大会の結果』
　７月 21日に行われた童話発表大会の結果、久島　玲さん（腹赤小５年）、酒井　崇一さん
（長洲小５年）、菊池　茂花さん（清里小６年）が長洲町の代表として、８月５日に玉東町中央
公民館で行われる玉名地方童話発表大会に出場されます。会場での皆さまの応援をお待ちし
ております。入場は無料です。

長洲町童話発表大会出場者

学校名 氏　名 学校名 氏　名

清里小１年 嶋畑　翔竜 清里小４年 梅村　俊英

六栄小２年 伊原さとみ 六栄小５年 古山　萌子

腹赤小２年 箱﨑　皓平 腹赤小５年 久島　　玲

長洲小２年 酒井　大地 長洲小５年 酒井　崇一

六栄小４年 伊原めぐみ 腹赤小６年 山口　夏生

長洲小４年 寺本茉里香 清里小６年 菊池　茂花
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〔作り方〕
①深めの皿にだし汁、酒、しょうゆを入れ、その中に鶏
もも肉を皮目を下にして入れ、蒸し器で20分蒸す。20
分蒸したら、鶏肉をうら返して再度5分蒸す。

②鶏肉を蒸したタレを別の鍋に移し、人参、ゆで卵、豆
腐、アスパラガスを煮る。

③鶏肉はスライスして、他の材料とともに盛り付け、う
す切りレモンと大葉のきざんだものを散らす。

〔材料（４人分）〕
●鶏もも肉　 大きめのもの
　　　　　　 1枚
●だし汁　　 　　 大さじ3
●酒　　　　　　　大さじ2
●しょうゆ　　　  大さじ3
●ゆで卵　　 　　　　 2個

●アスパラガス　 　　4本
●人参　　　　  　 小1本
●レモン　　　　 　1/4個
●大葉　　　　　　　 4枚

〔1人分の栄養量〕
エネルギー   236kcal
塩分　　　   2.0ｇ

鶏
肉
の
蒸
し
煮

長洲町食生活改善推進員協議会

岩本　拓也ちゃん
たくや

パパ　大　輔さん
ママ　聡　美さん〈中　町〉

　従兄弟のお兄ちゃん達と遊ぶのが大好きな拓也く
ん。お兄ちゃん達のマネをしたり、おもちゃの取り合
いでケンカもするけど、これからも仲良く遊んでね。

岩井　樹音ちゃん
じゅね

パパ　貴　也さん
ママ　陽　子さん〈向野北〉

　おしゃべりが上手なパパ似の樹音。お姉ちゃんが大好きで、
何をするにもついて行って一緒に遊んでいます。これから
も２人仲良く姉妹で助け合い、すくすく大きくなってね。

大野　紘和ちゃん
ひろと

パパ　和　生さん
ママ　涼　子さん〈向野北〉

　紘和の妊娠、出産を通じて沢山の学びがありまし
た。お父さん、お母さんの元に産まれてきてくれて
ありがとう。素敵な人生にしようね。

寺本　夢空さん 長洲小４年〈下東〉
　好きな科目は、国語です。３年生からバスケット部
に入っています。休み時間は友達とサッカーテニス
をするのが楽しみです。将来は獣医になりたいです。

む　く


